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平成２９年度 調査研究 

 

「次世代型教育モデルに関する調査研究」 

 

 

１ はじめに 

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」（諮問）は、「今後必要とされ

る資質・能力を子供たちに育むためには、｢何を教えるか｣という知識の質や量の改善はもちろ

んのこと、「どのように学ぶか」という、学びの質や深まりを重視することが必要であり、課題

の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）や、

そのための指導の方法等を充実させていく必要がある。」と述べている。 

埼玉県教育委員会では、これまでも、東京大学 CoREF と連携し、生徒が潜在的に持っている

「学ぶ力」を有効に引き出すことができる学び「協調学習」を取り入れた授業改善に関する研

究や、児童生徒が相互に学び合う学習方法について、発達の段階、学習内容等に応じた効果的

な活用方法を明らかにし、県内小・中学校へ普及をさせるなど、児童生徒の主体的な学びの充

実に向け取り組んできた。これらの取組は、授業手法の改善や児童生徒の学習状況に一定の成

果を上げてきた。今後、さらなる推進が求められる。 

 

２ 研究の目的 

当センターでは、こうした国や県の動向を踏まえ、次世代型教育モデルを創造するプロジェ

クトを立ち上げた。本調査研究は、その一環として平成 28、29 年度の２年間行うものである。

各教科等の特質に応じて、新たな学びのモデルを開発し、効果的な活用モデルの提案を行う。

さらに、この研究によって得られた成果を当センターが行う各研修に反映させ、全県に広めて

いくことが本調査研究の目的である。 

 

３ 研究の内容 

  本調査研究では、以下の学習方法を中心とし学校段階や教科の特質を踏まえて、主体的、協

働的に学ぶ学習・指導方法を研究した。 

 （１）反転学習（既存コンテンツの有効な活用、新コンテンツの開発、反転による事前学習を   

         経た本時の授業デザイン、汎用性のあるモデルの開発、効果の検証等） 

 （２）問題解決的な学習（既存スタイルの再検討、単元モデルの例示、教科の特質を踏まえた 

             汎用性のあるモデルの開発、効果の検証等） 

（３）グループ学習（上記（１）（２）への有効な取り入れ方、教科の特質を踏まえた有効な 

          グループ学習の検討、効果の検証等） 
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主に調査研究を行った学習・指導方法と教科一覧 

知識構成型ジグソー法 その他

国語 ○

社会 ○

算数・数学 ○

理科 ○

音楽 ○ ○

図工・美術 ○

技術・家庭 ○

体育・保健体育 ○

外国語活動・外国語 ○ ○

道徳 ○

国語 ○

地歴・公民 ○ ○

数学 ○

理科 ○ ○

保健体育 ○

家庭 ○ ○

外国語 ○ ○

小中学校

高等学校

ＩＣＴ活用、反転学習 グループ学習
問題（課題）解決学習学習・指導方法

校種・教科

 

 

４ 研究の方法 

 研究協力委員を委嘱し、所員と協力して調査研究を行った。調査研究協力委員会（年５回予

定）における、研究内容についての確認や作業分担、協議、進捗状況の確認、検証授業等を通

して研究を進めた。なお、その過程で情報教育推進担当や本局指導課とも連携し、これまでの

取組から得られた成果を取り入れながら研究を行った。 

 （校 種 ：実施教科等） 

 （１） 小中学校：国語、社会、算数・数学、理科、音楽、図工・美術、体育・保健体育、 

          技術・家庭、外国語活動・外国語、道徳 

 （２） 高等学校：国語、地理歴史・公民、数学、理科、保健体育、外国語、家庭 

 

５ 研究の流れ 

（１）平成 28 年度 

授業デザインやモデルの検討、開発を中心に研究を進めた。 

  ６月８日（水） 第１回研究協力委員会 

          基調講演 「評価とアクティブ・ラーニング」 

               東京大学 大学総合教育研究センター 教授 白水 始 氏 

          教科別分科会  作業内容の確認、分担等 

   ６月下旬   第２回研究協力委員会 

  ７月～12 月   第３，４回研究協力委員会 

    １月    第５回研究協力委員会（研究経過まとめ） 

  ３月 16 日（木） 調査研究所内発表会 
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 （２）平成 29 年度 

  28 年度の成果と課題を基に、実践と効果の検証、改善を中心に研究を進めた。 

  ５月 26 日（金） 第１回研究協力委員会 

          基調講演 「生涯を見通した資質・能力の育成と 

                次期学習指導要領の方向性」 

          大学入試センター 審議役 大杉 住子 氏 

  ６月～11 月   第２，３，４回研究協力委員会 

    12 月    第５回研究協力委員会（研究のまとめ） 

  ３月 15 日（木） 調査研究所内発表会 
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６ 各教科等の取組 

  各教科等の取組と成果は以下のとおりである。 

 教科等 研究テーマ、キーワード 取り組んだ内容と成果 

小 

中

学

校 

国語 国語 科に おけ る主体

的・協働的に学ぶ学習・

指導方法の調査研究 

 

【キーワード】 

学習指導 

単元モデル 

課題設定 

学習ツール 

【取組】 

教育課程企画特別部会の「論点整理」の三つの柱の資

質・能力育成をもとに、①効果的な課題設定 ②協働

を生み出す教材 ③対話的な学びを生かした単元構

想 の研究理論を構築した。この理論に基づき、①国

語科の特質に応じた物事を捉える視点や考え方を働

かせる学習指導 ②他者と関わりながら自分の課題

を追究し、言葉に関する見方・考え方を広げる学習指

導 ③教科の特質を踏まえた汎用性のある単元モデ

ルの開発 ④生徒の「深い学び」につながる学習計画 

の研究・実践を行った。 

【成果】 

・学習用語を用いた学習では、それらを活用する学習

課題を教師が設定することで、既習事項の活用や定着

につながり、主体的な学習につながった。 

・三角ロジックの学習プリントや、思考ツールの活用

により、考えの可視化と、議論の効率化や活性化が測

れ、協働を生み出した。 

・「書くこと」の学習の単元では、単元の中に意図的

な対話を仕組むことで学習効果が上がり、対話的な学

びや深い学びにつながった。 

 

社会 社会 科に おけ る主体

的・協働的に学ぶ学習・

指導方法の研究～社会

的な見方・考え方を働か

せる課題解決学習～ 

 

【キーワード】 

課題解決学習 

課題設定 

【取組】 

社会的な見方・考え方を働かせた「問い」について考

えるとともに、課題解決学習が児童生徒の主体性を引

き出し、協働的な学びが児童生徒の思考をどのように

変容させるかについて研究を行った。小学校では、「学

習問題」、中学校では「単元を貫く課題」を設定して

検証を進めた。見方・考え方を働かせて社会的事象の

意味や意義等を考察させ、学習の見通しや振り返りの

時間、生徒が思考する時間等を設定した単元計画を作

成して授業を行った。 

【成果】 

・小学校においては、「時間・空間」で「問い」を考

えさせた。その結果、児童は社会的な見方・考え方に

おける視点を意識して働かせることができ、社会的事

象を調べるべきかを明確に把握させることができた。 

・中学校においては、単元の導入段階で単元を貫く課

題を設定し、授業を行った。答えを導き出す過程で、

これまでの学習を振り返り、自らの考えを他者に説明

することで、主体的・協働的な学びが実現した。 
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算数・数学 算数・数学科における

「主体的・対話的で深い

学び」に向けた学習・指

導の改善充実 

 

【キーワード】 

課題解決学習 

課題設定 

問い 

教員研修プログラム 

【取組】 

問題場面の設定（提示と工夫）と教師、児童生徒が発

する「問い」について研究を行った。さらに、「問い」

をつなげながら、よりよい解決方法を考えるための工

夫について研究した。問題場面の設定と「問い」の視

点として、①問題場面の提示 ②問題場面の工夫 ③

「問い」の例 ④「つなぐ」工夫 を研究した。また、

４つの視点をもとに、授業実践を行った。 

【成果】 

・小学校においては、異なる表現方法を関連させるた

めの問いによって、図と表と式を行き来しながら考え

たり説明したりする姿が見られた。 

・中学校においては、座標軸で格子を数えて傾きを調

べ、交点の座標を求める工夫がみられた。また、生徒

同士で解決手段について話し合うことができた。 

 

理科 理科における主体的、協

働的に学ぶ学習・指導方

法の研究～主体的、協働

的な学びを計画的に取

り入れた単元づくり・授

業づくりの工夫～ 

 

【キーワード】 

授業作成ツール 

単元モデル 

問い 

【取組】 

単元を貫く本質的な問いが中心となる授業デザイン、

「単元計画表」、「授業計画シート」の活用が効果的で

あるという昨年度の成果をもとに、「単元設計シー

ト」、「授業計画シート」を作成した。その際、①「本

質的な問い」を中心に据えた授業デザインを設計でき

ること ②理科における「見方・考え方」を働かせる

学習活動を意図した指導ができること ③「逆向き設

計」を重視し、単元を通して育む資質・能力を明確に

すること ④研究協議等を円滑にし、授業改善を活性

化すること を目的とした。 

【成果】 

・「本質的な問い」を中核とした、児童生徒の意識に

沿った学習過程をデザインすることができた。 

・「逆向き設計」により、目標、「本質的な問い」、学

習活動、評価の体系化が図れた。 

・「見方・考え方」の項目により、養うべき資質・能

力に対する指導の工夫や留意点を明確にできた。 
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音楽 問題解決的な学習や効

果的なグループ学習の

取り入れ方等 

 

【キーワード】 

ＩＣＴ活用 

反転学習 

知識構成型ジグソー法 

学校間接続 

教員研修プログラム 

【取組】 

・音楽科としての主体的、協働的な学習の事例等を探

り、共通理解を図った。 

・反転学習、知識構成型ジグソー法のエキスパート資

料として、音源や映像資料の共有を図った。また、授

業支援アプリやＩＣＴ活用について効果検証を行っ

た。 

・検証授業より、小学校段階からの継続的指導につい

ての検討とワークシートの改善を行った。 

・研修プログラムシートの作成をした。 

【成果】 

・小学校で開発した知識構成型ジグソー法の教材を、

高等学校でも活用できるように改善した。特に、エキ

スパート資料の汎用性のあるモデルを作成し、年次研

修で活用した。 

図工・美術 図工美術科における主

体的・協働的に学ぶ学

習・指導方法の調査 

 

【キーワード】 

知識構成型ジグソー法 

主体的・対話的で深い学

び 

【取組】 

知識構成型ジグソー法を活用した調査研究を行った。

昨年度は小学校の図画工作における調査研究を行っ

た。今年度は中学校美術における調査研究を行った。

エキスパート活動が有効に活用できる題材と指導計

画のどのタイミングで取り入れられるかを、調査研究

員全員で協議を進めたうえで、研究授業を行い、検証

した。 

【成果】 

・対話的な学びの過程では、他の児童生徒の技法を自

分の作品に取り入れるなど、活動の幅が広がった。 

・主体的な学びの過程では、エキスパート活動をする

ことで、素材と深く関わり、素材の持つ多様性や可能

性を見つけることができ、全体的にいきいきと活動す

る姿が見られた。 

・深い学びの過程では、交流時間を取り入れることに

より、悩みを共有したり、今まで自分には思いつかな

かった考えや思いを知ることができ、自分のアイデア

を補強し、より質の高い作品作りができた。 

技術・家庭 「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた学

習・指導方法の研究・開

発 

 

【キーワード】 

主体的・対話的で深い学

び 

問題解決的な学習 

題材などのまとまりを

見通した授業改善 

【取組】 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、題材

などのまとまりを見通した具体的な授業改善に関わ

る実践研究及び、それを基にした授業改善の事例作成

と見直しや改善に活用できる資料を作成した。 

【成果】 

本教科としての授業改善の３つの視点による指導計

画等の見直しと改善を図り、生徒の学びの質を高める

とともに不断の授業改善の必要性と進め方を示すこ

とができた。なお、本研究資料は新学習指導要領への

移行資料としての活用も期待できる。 
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外国語活動・

外国語 

問題解決的な学習やそ

の中で有効なグループ

学習等の研究 

 

【キーワード】 

問題解決学習 

グループ学習 

英語４技能 

【取組】 

外国語活動・外国語において、児童生徒が主体的・協

働的に学べるよう、問題解決的な学習や、グループ学

習等の調査研究を行った。具体的には、①問題解決学

習、既存スタイルの再検討を更に進め、具体的な授業

モデルについて計画し、検証授業を行った。 ②グル

ープ学習についての効果検証を行った。また、４技能

をバランスよく定着させるためのグループ活動を進

め、自己表現へと深化させるための工夫を行った。 

【成果】 

・問題解決学習の思考の流れを児童生徒が自発的に行

うことで、活動に広がりや深まりが生まれた。 

・グループ活動では、基本表現を導入する際に児童生

徒が主体的に理解する機会を設定することで、自分た

ちの課題について考えさせ、様々な意見交換をするこ

とができた。 

体育・保健体

育 

実技における効果的な

知識構成型ジグソー法

の授業モデルの提案 

 

【キーワード】 

単元モデル 

知識構成型ジグソー法 

【取組】 

・小学校では、基礎基本の確実な定着を図るため、知

識構成型ジグソー法における児童相互で学び合う流

れを活用し、協働的に学ぶ場を設定した授業モデルを

開発した。 

・中学校では、知識構成型ジグソー法を用いた授業を

２時間に分けた授業モデルを開発した。１時間目にエ

キスパート活動とジグソー活動を行い、２時間目にク

ロストークを設定した。実技を通して発表を行い、他

のグループの作戦を見取ることで、「深い学び」を引

き出すことを目的とした。 

【成果】 

・小学校…児童相互で学び合う場面を入れることで、

児童自らが技能を身に付け、仲間に発信することがで

きた。また、教師はファシリテーターとしての役割を

果たすことで、確実な技能の定着を図ることができ

た。運動学習場面の割合も増加した。 

・中学校…時間に余裕を持って授業を進めることがで

きるので、経験の少ない生徒であっても体験を含めて

理解することができ、考えが深まった。クロストーク

では、見取りのチームに作戦チェックシートを渡し、

共通の視点を持たせることが効果的であった。 

道徳 道徳科における「主体

的・対話的で深い学び」

の実現に向けた学習・指

導の 研究 ～ア クティ

ブ・ラーニングを視点と

した授業の工夫～ 

 

【取組】 

・発問と補助発問の設定を行った。特に中心的な発問

では、多様な考えが出るような「発問」を考え、児童

生徒の反応を予想したうえで、「補助発問」を投げか

けた。 

・多様な考え方と出合い、交流し、吟味するための効

果的な補助発問の研究を行った。 

-10-



 

【キーワード】 

発問 

場面設定 

【成果】 

・教員自身が教材をしっかり分析する必要があること

がわかった。 

・発問を考える際にはどんなことに気付かせたいかを

視点に吟味することが大切であるとわかった。 

・話し合いは数多く経験させ、自分自身の生き方につ

いて振り返って考えることが大切である。 

・授業の中で自分のこととして考え、異なる見方や考

え方に出合い、心を動かせる場面を設定するかであ

る。 

高

等

学

校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 深い学びにつながる、生

徒主体の授業モデルに

関する研究 

 

【キーワード】 

学習ツール 

高大接続 

リーディングスキル 

 

【取組】 

・目標設定シートとリフレクション（振り返り）シー

トの活用、ホット・シーティングの活用、試験問題作

成について、昨年度の成果を踏まえ、異なる学校で実

施し、アンケート結果をもとに汎用性を検討した。 

・読む能力の集大成としての「要約」に着目し、「書

くこと」のどこに問題があるのか、学習者のレベルに

合わせて、段階的に明らかにした。 

【成果】 

・すべての学校において、興味・関心を持って取り組

むことができた。 

・要約については書くことの意識変容につながった。 

・生徒の授業への参加意識をいかに高めることができ

るかが重要であり、自らの学びの軌跡を自覚して捉え

ることが必要だということがわかった。 

地理歴史・公

民 

１ 反転学習 

２ 多面的・多角的な考

察を生む教材の作成 

３ 課題探求的な学習

のより一層の充実のた

めに 

 

【キーワード】 

反転学習 

ＩＣＴ活用 

課題解決学習 

【取組】 

反転学習用教材の作成と授業による検証を行った。１

年目の成果と課題を踏まえ、地理、世界史、政治経済

の各科目で検証授業を行った。具体的には、反転教材

を視聴した上で、問題解決型の授業を展開した。 

【成果】 

反転学習を行うことで、授業時間の大幅な短縮が可能

となることが実証された。また、教師がＩＣＴ機器を

活用するきっかけとなり、地図や模式図、動きを伴う

説明に有効であることも明らかになった。 

数学 １ 数学授業における

問題演習で活用できる

ワークシートの開発 

２ アクティブ・ラーニ

ングの趣旨を浸透させ

る教員向け研修プログ

ラムの開発 

 

 

【取組】 

１ 数学的に考える資質・能力を育てるための手順

（分解、深化、再構築）に基づき、発想、立式、計算

の各視点で、予習時、授業時、復習時の振り返り学習

を行うワークシートを開発し、実践した。 

２ アクティブ・ラーニングに関する研修プログラム

を開発し、校内研修、年次研修で実施した。 
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【キーワード】 

学習ツール 

教員研修プログラム 

【成果】 

１ ワークシートを用いた振り返り学習を体験した

生徒の 86％が「数学の問題の解き方・考え方が変わっ

た」と答えるなど、生徒の学習効果を高めていること

がわかった。 

２ 校内研修に参加した教員の 90％以上が、アクティ

ブ・ラーニングの視点を取り入れた授業を実践してい

る、もしくは実践したいという結果であった。 

理科 主体的・協働的な学びを

引き起こすための授業

方法の研究 

 

【キーワード】 

授業改善 

問題解決学習 

グループ学習 

【取組】 

１年目の取組に基づいた授業方法を、普段の授業改善

へつなげ、ＰＤＣＡサイクルを回すために、教師、生

徒双方の視点から考察した。具体的には、 ①問題解

決学習やグループ学習についての授業計画、及び授業

実践を行った。 ②質問紙調査の結果より、授業改善

の視点について整理・分析し、授業の進め方や教材を

見直した。 

【成果】 

・教師自身が明確な視点を持って授業を計画すること

ができた。 

・質問紙調査は、生徒自身が自らの取組を振り返り、

自己評価する機会となった。 

家庭 家庭 科に おけ る主体

的・対話的で深い学びを

引き 起こ すた めの学

習・指導方法の研究 

 

【キーワード】 

ＩＣＴ活用 

ルーブリック 

教員研修プログラム 

【取組】 

衣生活に焦点をあて、調査研究を行った。 ①単元計

画を改善し、生徒への手立ての時間や、技能の活用に

重点を置いた。また、ルーブリックを作成し、授業の

狙いを明確にした。 ②質問紙を用いて知識、関心、

興味の変容把握を行った。 ③ＩＣＴを活用した視聴

覚教材を作成した。 ④研修プログラムシートを作成

した。 

【成果】 

・視聴覚教材の活用は、見通しを持って、自分のペー

スで取り組むことができるなど、主体的に課題に取り

組む姿勢、自分の力で解決する意欲につなげるために

有効であった。 

・発展課題においても、資料を自ら探し、意欲的に取

り組む生徒が大幅に増えた。 

・ルーブリックを活用した自己評価により、生徒自身

が振り返り、見通しを持って実習や授業に臨むことが

できた。 
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外国語 コミュニケーション能

力を育成するための指

導と評価の研究～主体

的・対話的で深い学びを

引き起こすために～ 

 

【キーワード】 

グループ学習 

課題解決授業 

ＩＣＴ活用 

ルーブリック 

【取組】 

ペア・ワーク、グループ・ワークを生かした、技能統

合型授業での成果を生かし、外国語の見方・考え方を

もとに、問題解決プロセスを重視し、単元のまとまり

として授業を行った。具体的には、 ①オンライン学

習ツール等を用いたグループ発表。 ②言語とアイデ

ンティティ形成について、自分の言葉で説明する。 

③反転学習を用いた、自然共生について、考えを深め

る授業。また、知識構成型ジグソー法を用いた授業、

ルーブリックに基づいたパフォーマンステスト、生徒

相互評価を行った。 

【成果】 

・生徒の実態をしっかり把握したうえで課題設定を行

うことが、ペア・ワーク、グループ・ワークに生かせ

ることが検証できた。 

・Classroom English の日常的使用を行うことで、言

語活動にスムーズに取り組めることがわかった。 

保健体育 実技における効果的な

知識構成型ジグソー法

の授業モデルの提案 

 

【キーワード】 

反転学習 

ＩＣＴ活用 

知識構成型ジグソー法 

ルーブリック 

【取組】 

反転学習や生徒相互で学び合う活動を通して、シュー

ト動作を改善し、基本技能の定着を図る、知識構成型

ジグソー法の授業モデルを開発した。なお、思考力・

判断力・表現力を評価する観点にもとづき、自己評

価・相互評価シートを作成した。ルーブリックに基づ

いた評価と、生徒の変容を適切に見取れるよう改善し

た。 

【成果】 

・生徒自らが課題を発見し、仲間に発信することで、

生徒の学びがより深まった。 

・プロのフォームを映像で見て学ぶことで、授業での

練習内容の共有と、フィードバックが容易に行えた。 

・自己評価・相互評価シートの活用により、生徒の思

考・判断の変容が見取れるようになった。 
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７ 成果と課題 

 （１）成果 

  ア 各教科等において検証授業等を行い、効果検証することで、新たな教育モデルの開発が

できた。 

本調査研究を通じて、各教科等の特質に応じて具体的な研究を行い、主体的・協働的に

学ぶ学習・指導方法を研究することができた。第１回調査研究教育委員会において、大学

教授や大学入試センター審議役による基調講演を行うことで、研究協力委員や担当指導主

事が各教科における調査研究の方向性を確認できた。 

また、各教科等において、検証授業を行い、効果を検証することで、児童生徒が主体的・

協働的に学ぶことのできる、汎用性のある様々な教育モデルについて事例の蓄積ができた。 

 具体的には、各教科等において問題解決学習、反転学習、グループ学習、知識構成型ジ

グソー法等の指導方法を研究した。児童生徒の反応やワークシート等の記述から効果や改

善点がわかり、次年度への見通しを持つことができた。指導方法だけではなく、児童生徒

の学びを見取り、指導方法の充実が図れる、指導と評価を一体化した教育モデルの開発も

行うことができた。 

  イ 校種間、教科を越えて共通する教育モデルが明らかになった。 

 教育モデルを開発するためには、汎用性が重視される。今回、小中学校音楽で開発した

教材を、高等学校の教材開発へ応用したように、他教科においても、学習指導においては、

校種が異なっても、共通の学習方法が有効であることを確認できた。各教科の「見方・考

え方」を基に調査研究を行った成果である。また、小中学校の保健体育、図工・美術、音

楽などいわゆる実技教科においても、知識構成型ジグソー法が有効であり、実践事例、教

育モデルの提案ができた。指導ツールとしてのワークシートの調査研究では、教科間で共

通したものがあった。今後は、更に、校種、教科を越えて共有化できる教育モデルの検討

が必要とされる。 

  ウ 本研究の成果を各研修に反映させるための教員研修プログラムの開発ができた。  

    各年次研修においては、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進

する研修内容を充実させる必要がある。本研究で得た成果を、年次研修等で使用するため

の教員研修プログラムの開発ができた。このプログラムは、教科の見方・考え方をベース

に、主体的・対話的で深い学びの視点を取り上げ、具体的に手順等が書かれたものである。

実践や調査から見えてきた成果を生かし、すべての教科で、来年度からの本センターで実

施する研修に反映させる予定である。 

 

（２）課題 

    今回の調査研究では、各教科等の教科横断的な視点から育成する資質・能力については整

理できなかった。また、目標に準拠した評価とその観点についての研究も十分ではなかった。

今後も、実践を重ねながら、本調査研究の普及・活用方法と、新学習指導要領に即した授業

デザインや単元モデルの改善を進める必要がある。 

 

８ おわりに 

 本調査研究は、国の動向を踏まえつつ、先行事例を調査し、主体的・協働的に学ぶ学習、指

導方法の実践事例と効果の検証を行い、そこから効果的な活用モデルを提案する研究を行った。

今回の調査研究で得られた成果を、本センターで実施する研修に反映し、教員の教科指導力、

資質・能力の向上を進め、児童生徒一人一人の学びを引き出していく。 
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主体的・協働的に学ぶ学習の視点（イメージ） 

課題設定 考えるための材料 学習成果 

資質・能力３つの柱 
教科等の特質に応じた「見方・考え方」 

・課題設定（小中国語） 
・問い（小中社会、小中算数・数学） 
・発問、補助発問（小中道徳） 

・三角ロジック、思考ツール（小中国語） 
・目標設定シート（高国語） 
・資質・能力に基づいたワークシート（高数学） 

・試験問題作成（高国語） 
・パフォーマンステスト（高外国語） 
・自己評価（高理科、高保体） 
・相互評価（高保体） 
・ルーブリック（高家庭、高保体、高外国語） 
・リフレクションシート（高国語） 

単元・題材のまとまり 

・学習計画（小中国語） 
・単元を貫く課題、問い（小中社会、小中理科） 
・単元計画（小中社会、中高技術家庭、高家庭） 

授業外リソース 

・学校間接続（小～高）（小中音楽） 
・学校間接続（高、大）（高国語） 
・校内研修（高数学） 

主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善 

Kobaton 
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報告書 

【小中学校部会】 
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【小中学校国語】 

 

１ 本年度の取組 

  平成２９年３月に、学習指導要領が告示され、児童生徒に育成すべき資質・能力の三つの柱 

 が示された。これらの資質・能力を育成すべく、各学校において「主体的・対話的で深い学び」 

 の実現に向けた授業改善の推進が求められている。そこで、国語科における日常の指導法や学 

 習形態を見直し、児童生徒の主体的・協働的な学びにつながる指導法について、２年間に渡る 

 調査研究を行った。 

  小中学校国語部会では、三つの資質・能力を育成するための学習指導の構築及び授業改善に 

 向け、以下の視点に焦点をあて、調査研究を行った。 

  ①効果的な課題設定  ②協働を生み出す教材  ③対話的な学びを生かした単元構想 

  昨年度は、学習指導要領告示前の段階から、文部科学省より示された「論点整理」を踏まえ、 

 ①～③についての研究理論を構築した。この研究理論の共通理解に基づき、各研究協力委員が 

 ①～③の視点をもち、研究・実践を行った。 

  １年次の調査研究の成果と課題を整理し、それらを踏まえて、２年次の調査研究を行った。 

 全体の共通課題として、「研究の汎用性」を課題とした。そこで、１年次の研究について、教 

 材や対象児童生徒、領域を変え、共通して成果が見込めることや、課題について検証した。ま 

 た、１年次の研究・実践を県立総合教育センターの年次研修で資料として活用し、研究の汎用 

 性について、受講生に協議させる演習を行った。以下にそれらの取組概要を示す。 

（１） 国語科の特質に応じた物事を捉える視点や考え方を働かせる学習指導 

    新学習指導要領に示された「見方・考え方」を系統的に指導する方法として、学習用語 

   の指導を行い、文章を読むための概念として「読みの観点」の習得を図った。一例として、 

   小学１年で、児童が「問い」と「答え」という学習用語を学び、「問い」と「答え」とい 

   う読みの観点をもち、教材を変え、繰り返し学ぶことで、「見方・考え方」を働かせた読 

   み方の定着が図られた。児童が文章の読み方を習得し、主体的かつ深い学びにつながった。 

（２） 他者と関わりながら自分の課題を追究し、言葉に対する見方・考え方を広げる学習指導 

    標題にある単元モデルとして、「書くこと」の単元モデルを作成した。昨年度、小学６ 

   年で実施した単元モデルを、小学１年の単元作りに活用し、模範となる作品提示や手引き 

   の活用、様々な他者との関わりを活動に取り入れることにより、自身の課題を振り返り、 

   深める学習を行った。作品を下書きの状態で家庭に持ち帰り、保護者に「知りたいこと」 

   を聞き取ることで、観点や構成を見直して書くことができ、考えを深めることができた。 

（３） 教科の特質を踏まえた汎用性のある単元モデルの開発 

    標題にある単元モデルとして、説明的文章の学習における「書き手の意見と根拠の関係」 

   という指導事項に着目し、中学２年を対象とした単元モデルを作成した。「三角ロジック」 

   を取り入れた学習プリントを活用することで、生徒の思考を可視化し、主張と根拠の関係 

   を明らかにする学習を行った。短文から長文の例文、教科書教材という学習の流れを段階 

   的に構築することにより、他教材や他の領域にも応用可能な学習の汎用性が確認できた。 

（４） 生徒の「深い学び」につながる学習計画 

    学習者である生徒自身が、授業で身に付けた力を、どのような場面で活用するのか、ま 

   た、身に付けた力を自認し、足りない部分を学ぼうとする姿勢を培うことで、深い学びに 

   つながるという仮説に基づき、以下の３点の方法で実現を図った。 

    ①既習事項を日常生活に位置付ける学習課題 

    ②単元計画表を用いた見通しのもてる学習計画 

    ③授業・単元・学期・学年ごとの振り返り  
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（５） 年次研修における調査研究の活用 

   １年次の調査研究の研究成果や実践を、複数の授業者に広め、研究内容を自身の授業作り 

  に活用するための視点をもたせるため、年次研修で、調査研究の資料を活用し、グループ協 

  議を実施した。小・中１０年経験者研修の受講生に、それぞれの校種の研究資料を配付し、 

  各自がこれまでに実践した教材や各領域の学習に活用できる事柄を資料から挙げさせ、研究 

  の汎用性について協議した。協議内容を全体で共有し、研修後、自身の授業で活用できる視 

  点や方法等について、個人でまとめ、振り返りを行った。 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

    今回の調査研究は、新学習指導要領の趣旨や本センターとしての大枠のテーマを踏まえ、 

   その共通理解のもと、１年次は、４人の研究協力委員が、それぞれの研究を進める中で、 

   その成果と課題を整理した。２年次は、研究成果を委員間で共有し、相互に連携した研究 

   を行った。また、「研究の汎用性の検証」を全体の課題とし、１年間の研究を推進した。 

   ここでは、全体に関わる成果や、複数の研究に共通して見られた成果を以下に示す。 

   ア 効果的な課題設定について 

    既習事項を日常生活と関連付ける課題設定では、教師が意図的かつ計画的に設定するこ 

   とで、児童生徒が、学んだことを生かせたということを実感し、学習に有用感をもつこと 

   ができた。それらを、振り返りの機会を与え、文字にすることで、児童生徒自身が自己の 

   学習の成果を具体的に理解することができた。また、学習用語という、学習における共通 

   言語や共通の学習の視点を生かした学習においては、それらを系統的に活用できるような 

   学習課題を教師が意図的に設定することで、既習事項の活用や定着につながり、児童生徒 

   の主体的な学習を実現することができた。 

   イ 協働を生み出す教材について 

    説明的文章の学習では、１年次の研究で示された「批評語彙」や「批評の観点」の提示、 

   また、本年度の三角ロジックの学習プリントや、思考ツールの活用により、児童生徒の考 

   えが可視化され、学級やグループで議論をする際、お互いの考えが明確になり、それが議 

   論の効率化や活性化につながった。協働で学習したり、課題を解決したりする際は、学習 

   用語のような共通言語や共通の視点で考えを共有したり、思考を可視化したりすることに 

   より、本人も他者も同じ土台に立ち、一緒に考えていくことができる。これらのことを、 

   教材作成の際の留意点として押さえておきたい。 

   ウ 対話的な学びを生かした単元構想について 

    「書くこと」の学習の単元では、単元の中に意図的な対話を仕組むことで、学習効果が 

   上がり、児童生徒の対話的な学びや深い学びにつながった。この単元では、教師や学級内 

   の友人との話合いに加え、課題に応じて校長や保護者など、多様な他者との関わりを組み 

   入れた。学習のねらいを関わる人々に伝えることで、課題に必要かつ有益な助言が提供さ 

   れ、より質の高い作品作りにつなげることができた。また、前述の「読むこと」の単元で 

   も、対話の質を高めるため、単元内で共通言語や共通の視点を示すことは有効であった。 

（２） 課題 

    本調査研究の今後の普及・活用方法と、今後、国から示される評価の視点との整合性を 

   確認し、研究の価値を高めることが、今後の課題となる。 

３ 今後の展望 

  次年度は「新しい学びの視点に係る調査研究」をテーマとし、調査研究を行う。新学習指導 

 要領の実施に向けて、教員の資質・能力の向上を目指し、各教科の特質を踏まえた授業改善や 

 評価の視点、児童生徒の論理的思考力を伸ばすための授業デザインや単元モデルを提案し、県 

 内に広めていきたいと考える。 
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【小中学校社会】 

１ 本年度の取組 

（１） 概要 

   主体的・協働的に学ぶための学習・指導方法として「社会科における主体的・協働的に学 

  ぶ学習・指導方法の研究～社会的な見方・考え方を働かせる課題解決学習～」について研究 

  を行った。公民としての資質・能力を育成するためには、社会的な見方・考え方を働かせる 

  こと、知識を相互に関連付けてより深く理解すること、情報を精査して考えを形成すること、 

  課題を見出して解決策を考えることが不可欠である。そのために重要なのが「問い」と考え、 

  見方・考え方を働かせた「学習問題」や「単元を貫く課題」について研究するとともに、課 

  題を追究・解決するための主体的・協働的な学びについて検証した。 

（２） 研究テーマ設定の理由 

   「社会的な見方・考え方を働かせる課題解決学習」を研究テーマとした理由は、新学習指  

  導要領の柱である三つの資質・能力の育成と社会科の目標である公民としての資質・能力の 

  育成ができると考えたからである。公民としての資質・能力を育成するために用いられるの 

  が、「社会的な見方・考え方」である。そこで、社会的な見方・考え方を働かせた「問い」 

  について考えるとともに、課題解決学習が児童生徒の主体性を引き出し、協働的な学びが児 

  童生徒の思考をどのように変容させるかについて研究を行った。 

（３） 研究の内容 

  今年度は昨年度の実践を踏まえ、見方・考え方を働かせた課題解決学習と、課題解決学習 

  における主体的・協働的な学びを小・中学校で検証した。 

 ア 昨年度の取組は、①社会的な見方・考え方の整理、②自分の考えが変容・深化する学習 

  過程・方法に視点をあてて取り組み、深い学びに結びつける課題解決学習を実践した。見 

  方・考え方を小単元で整理し、教師の指導内容や準備する資料について研究ができた。ま 

  た、対話的な学びにより、児童生徒の考えに変容が見られた。 

  イ 課題解決学習では、児童生徒が単元の中心となる学習課題を自ら見出し、追究・解決す  

   る学習を充実させることが大切である。児童生徒は、見方・考え方を働かせた「問い」を  

   立てることで、課題を解決するために考え始める。そこで、小学校では、「学習問題」、中 

   学校では「単元を貫く課題」を設定して検証を進めた。検証においては、見方・考え方を 

   働かせて社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連等を考察させた。また、主体的に学 

   習に取り組むために、学習の見通しの時間や自身の学びや変容を自覚させる振り返りの時 

   間、児童生徒が思考する時間、教師が指導する時間等を設定した単元計画を作成して授業 

   を行った。 

 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

   小学校では、第６学年「長く続いた戦争と人々のくらし」、第３学年「市の様子の移り変わり」 

  の単元において、社会的な見方・考え方を単元計画や授業の中に明確に位置づけた課題解決学習 

  を実践した。主体的に学ぶことができる児童を育てるためには、見方・考え方を働かせた「問い」 

  を出させなければならない。疑問に思い、調べたいと思う「問い」にしなければ児童は主体的に 

  学習をしない。今回の検証において、児童に２つの視点（時間、空間）で「問い」を考えさせた。 

  具体的には「空襲はどのように起きましたか」と直接聞くのではなく、「空襲はいつから始まった 

  のか」、「空襲はどこで起きたのか」という２つである。さらに、授業では、時間、空間、相互関 

  係に着目して捉え、比較・分類したり総合したり、地域の人々や生活と関連付けたりする学習を 

  行った。社会的な見方・考え方における視点を意識して働かせることは、児童にどのような視 
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  点で社会的事象を調べるべきかを明確に把握させることができた。 

 中学校では、第２学年、地理的分野「日本の諸地域」と歴史的分野「近代の日本と世界」 

において、主体的・協働的に学ぶために課題解決学習を実施し、単元の中で見通しや振り返 

り、対話の場面を設定した。「関東地方」の授業では、地理的な見方・考え方を働かせた協働 

的な学びを実践した。まず、「交通網の発達は、産業や人口にどのような影響を与えたのか」 

という「単元を貫く課題」を設定し、交通網を中核として、産業や人口を関連付け、空間的 

相互依存作用に関わる視点（地理的な見方・考え方）から追究した。単元の導入段階で「単 

元を貫く課題」を設定し、予測を立てて授業を進め、最後に「単元を貫く課題」の答えを導 

き出した。この答えを導き出す過程で、これまでの学習を振り返り、自らの考えを他者に説 

明することで、主体的・協働的な学びの実現を意図した。さらに、単元のまとめとして「東 

京への一極集中を継続すべきか、地方分散を進めるべきか」という追加の課題を設定して追 

究させた。ここでは、地域に見られる課題を解決する学習を通して深い学びの実現を図った。 

授業の中では、これまでの学習内容を活用しながら、複数の立場や意見を踏まえて選択・判 

断する力や多面的・多角的に考察し議論させることで思考力・判断力・表現力等の育成を目 

指した。発展課題の学習において、生徒にアンケートを実施したところ、授業の前後で課題 

に対する考えに変化が見られた生徒は 73.1％であった。これは、社会的事象を多面的・多角 

的に考察する際に、自己や他者との対話を繰り返すことで、考えが変容したものと考える。 

 「明治維新と近代国家の形成（明治の三大改革）」の授業では、歴史的な見方・考え方を働 

かせる協働的な学びを実践した。単元計画において「明治の三大改革」を２時間扱いとし、 

次時の「明治期の外交」と「領土の確定」の内容を１時間にまとめた。１時間目では、生徒 

に「なぜ、教育・軍事・税制を改革する必要があったのだろう」という「問い」を提示し、 

生徒の主体的な学びを引き出した。２時間目では、各グループに三大改革のうち、１つを選 

択させて話し合わせたところ、各グループから様々な考えが出された。この対話的な学びを 

促す発問によって、グループ内での思考の活性化につなげることができた。本時の最後に「な 

ぜ、三大改革を行ったのか。15 字以内で表そう」という個人のまとめを行ったところ、多く 

の生徒が「欧米に対抗」「近代国家」などのキーワードを用いて記述できた。このことから、 

協働的な学びによって、改革の背景や要因について考察でき、課題を解決できたと考える。 

（２） 課題 

   社会的な見方・考え方を働かせた「問い」については、「問い」によって見通しをもって追 

  究することが容易になる一方で、見方・考え方の「時間」と「空間」は、年表と地図で調べ 

  るという固定観念ができてしまった。協働的な学びについては、他者の意見を聞くことは知 

  識を広げることにつながる一方で、他者と意見を交流して、さらによりよいものを創り上げ 

  るにはいたらなかった。また、単元のまとめとして新たな課題を提示し追究することで、知 

  識を活用する場面が生まれ、知識の定着に効果があった。しかし、新たな課題に取り組むた 

  めには、授業時数の確保が必要であり、育成する資質・能力を明確にした単元計画の作成が 

  必要である。 

 

３ 今後の展望 

   深い学びを進めていくうえで大切なのが、各教科等の特質に応じた見方・考え方である。 

  見方・考え方は、資質・能力を育成していくうえで活用すべき視点や方法であり、資質・能 

  力と見方・考え方は相互に関係している。「社会的な見方・考え方」を用いた課題解決学習 

  を充実させるため、「問い」の質の更なる向上を目指すとともに、主体的・協働的に学ぶ様々 

  な学習活動や指導方法について考えていく。さらに、児童生徒の実態を的確に把握した上で、 

  主体的・対話的で深い学びを目的としたカリキュラムマネジメントを進めていきたい。 
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【小中学校算数・数学】

１ 本年度の取組

（１） 研究の背景

新学習指導要領の改訂の視点として、算数・数学科においては、小・中・高等学校を通じて

育成すべき資質・能力について、数学的に問題解決する過程を通して、「数学的に考える資質・

能力」が育成されるよう、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習・指導の改善充

実を図ることの重要性が述べられている。

なお、小・中・高等学校を通じた資質・能力

の育成のために重視すべき学習過程の視点とし

ては、次のようなことがあげられる。

｢疑問や問いの気付き（発生）｣

｢日常事象や社会の事象、数学の事象の数学化

による問題設定｣、｢解決の見通し｣

｢解決の過程や結果の振り返り（概念の深まり、

統合・発展）｣

「新たな疑問や問いの気付き」

（２） 取組内容

（３） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点

ア 児童生徒にとって「なぜ」、「どうして」などの問いが生まれるような問題場面を設定

〈問題場面の提示の視点〉 〈問題場面の工夫の視点〉

〈問題を把握し、解決の見通しをもつための

「問い」の例〉

・どんなことを求めるのか

・関係のあるもの（ないもの）は何だろう

・どんなことがわかっているか

・どのようにしたら問題は解けるだろうか

・似たような問題はなかったか

イ 「問い」をつなげながら、よりよい解決方法を

考えるための工夫

『算数・数学科における主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の方法を探る』

①必要感のある問題場面を提示する。

②知的好奇心を揺さぶる問題場面を提示する。

・「分かりそうだが、分からない」

・「当たり前だが、なぜ、そうなるのか明らか

ではない」

教師からの「問い」

子供がもつ「問い」

Kobaton

「問い」には、教師からの「問い」と、子供が

もつ「問い」の両方があると考える。

（出典）中央教育審議会教育課程部会算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめ
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【実践例 第２学年 一次関数】

＜授業の様子から＞

グラフを使って連立方程式を解くことが

できる課題から格子点が交点にならない

問題へと発展的に考える場面

T：グラフを使って連立方程式を解くとはどういうことかな？

S：方程式を直線の式と考えてグラフをかいてみればよいのでは。

T：なぜ、その方法で解けるといえるのかな？

S：交点の座標が両方の方程式にあてはまるので連立方程式の解と

一致するからです。

T：では交点が整数（格子点）ではない場合でもその方法で解けるか

話し合ってみよう。

S：グラフの長方形を利用して交点の位置を決めることができます。

S：わかりにくい場所に交点がある場合も、連立方程式を解いて

求めた解が交点の座標であることを使えば、見つけることが

できます。

T：どの方法を使うかは問題によって決めていいのかもしれませんね。

２ 成果と課題

（１） 成果（○）

（２） 課題（●）

～小学校の実践より～

～中学校の実践より～

３ 今後の展望

２年間の研究を通して、児童生徒が主体的に問題解決に臨むための問題場面のあり方について明ら

かにし、「研修プログラムシート」や「資質・能力の育成に向けての７の提言」を示すことができた。

今後は、学習したことを新たな問題場面に生かす活動の充実について研究を進めていきたい。

【実践例 第５学年 きまりに目をつけて】

＜授業の様子から＞

練り上げで図と表と変わり方のきまりに着目しながら立式していく場面

T：A さんが３×□で止まっていた気持ちが分かりますか？

C：画びょうの個数が３の倍数になっていないからです。

T：この表がどうだったらよかったの？

C：３、６、９、１２、１５・・・

T：＋１とは何のことですか？

C：図のここです。

T：では、一つ目の正方形の数え方は

どうなりますか？

C：３×１＋１

〇異なる表現方法を関連
させるための問いによ
って、図と表と式を行
き来しながら考えたり
説明したりする姿が見
られた。

図と式の関連

表と式の関連
●子どもが自ら見つけ広

げる場面を作っていけ
るような問題の工夫が
必要である。誤答も効
果的に取り上げ、アイ
デアのよさを感じさせ
たり、正答へつなげる
経験をさせたりするこ
とも大切だった。

一般化（根拠）

発展（新たな課題）

〇座標軸で格子を数え
て傾きを調べ、交点
の座標を求める工夫
がみられた。

○生徒同士で解決手段
について話し合うこ
とができた。

○教室掲示を数学関連
のものとしたことも
有効であった。

●生徒が自ら解決方法
を選択して取り組み
やすくするような教
材の流れを確認する
ことが必要である。
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学　年 小 6 年

単元名

単元の
ねらい

全体的な

実態

関連する

生活経験等

本単元の

内容に

関わる

実態

関連する

既習内容

知識
技能

思考力
判断力
表現力

学びに向
かう力
人間性

本質的な
問い

期待する
解答の
要素

単元設計シート（原案シート）

単元のねらい

身の回りの大地についての興味・関心
を高め、地層についての現在の理解
を知り、問題意識をもつ。

学習内容のまとめを行う。
火山による地層のできかたについて予
想し、その構成物を観察する。

・上に積もった土が新しいと
いう認識

○実験結果から、流れる水のはたらきや火山のはたらきによる地層
のでき方や広がりを推論することができる。

（単元を貫く）本質的な問い・期待される解答の要素

地層のしま模様は、どのようにしてできたのだろうか。

身の回りの大地やその中に含まれるも
のに興味をもち、地層を観察したり、大
地の構成物などについて調べたりし
て、大地は礫、砂、火山灰などからでき
ていて、地層や流れる水や火山の噴火
によってできることをとらえる。

「（単元を貫く）本質的な問い」の解決にせまる学習内容

資料を見て、いろいろな地層の共通点
を見いだす。

学習内容
ボーリング資料を活用して、地層の特
徴を理解し、地層のでき方を予想す
る。

流れる水による地層のできかたにつ
いて予想し、検証実験を行う。

単　　元　　名　　等

大地とその変化

身の回りの大地やその中に含まれるものに興味をもち、地層を観察
したり、大地の構成物などについて調べたりして、大地は礫、砂、火
山灰などからできていて、地層や流れる水や火山の噴火によってで
きることをとらえる。

・言葉での表現が苦手であ
る。
・地層の存在は知っている
が、でき方などの体系的な
理解には至っていない。

活用できる知識・技能

身に付ける資質・能力

○大地は、礫、砂、泥、火山灰などからできている。
○それらが層をつくることによって、地層ができている。

5

○学習課題に対し進んで調べ、既知の地層と学習した内容を関連
させて理解しようとする。

1

児童生徒の実態

・新しいことに対する興味が
高い。
・主体的に実験や観察を行
うことができる。

・５年「流れる水のはたらき」
・タブレット端末の操作技術

○地層のしま模様は、石、砂、泥などの大きさや色の違う粒が、流れる水のはたらきによって堆積してできた。
○地層の重なりは、長い時間をかけて、何度も堆積したためである。海の底にできた地層が、地上に現れている。
○火山の噴火によって広範囲に堆積した地層もある。

4

2

3

児童生徒が、「身に付ける資質・能力」を身

に付け、「本質的な問い」に対して「期待され

る解答の要素」に基づく解決にせまるための

学習内容を精選する。

※ 単元での学習順については、後程検討

するため、考慮しなくてよい。

「単元のねらい」と「児童生徒の実態」、「活
用できる知識・技能」及び学習指導要領等か
ら、「身に付ける資質・能力」を検討して記入
する。

※ 「単元のねらい」は、１「単元名等」から反
映されます。

「学年」、「単元名」、「単元のねらい」を、学習

指導要領や年間指導計画、教師用指導書等

を参考に記入する。

※ 「単元のねらい」は、３「身に付ける資質・

能力」の右側に反映されます。

「児童生徒の実態」

理科の学習に関わる「全体的な実態」と「本

単元の内容に関わる実態」を記入する。

【参考】

「素朴概念」

「活用できる知識・技能」

本単元の内容に「関連する生活経験等」と

「既習内容」を記入する。

作成の留意事項

「身に付ける資質・能力」を育むために効果

的な「（単元を貫く）本質的な問い」を検討し、

記入する。

【参考】

「（単元を貫く）本質的な問いとは」

「本質的な問い」に対する児童生徒に「期待

する解答の要素」を具体的に記入する。

【先生方へ】

この「原案シート」を上部から記入していくと、

「単元設計シート」に記入内容が反映されて
転記されるようになっています。

この「原案シート」内でも、内容を関連させ

ながら記入する部分においては、必要な項目

が１画面で見られるようにしてあります。（例：
「単元のねらい」等）

本枠右側の「作成の留意事項」を参考に、

単元構想について検討してください。

参 考
「（単元を貫く）本質的な問い」とは
一つ一つの学習内容を網羅するものではなく、単元

（学習のまとまり）をとおして探究していく課題。

以下の点に留意すること。

○ 学習指導要領に示す目標や育成する資質・能力を

包括するものであること。

○ 児童生徒の興味・関心を高め、探究を促すものであ

ること。

○ 単元の学習のいずれの場面においても学習内容と

の関連があること。

○ ただ一つの正解があるわけでなく、状況や立場によ

り様々な表現のしかたがあること。

○ 日常生活の様々な状況においても価値をもつもの

であること。

参 考
「素朴概念」
学習者が学習に臨む以前から、生活経験をとおして形

成している概念。誤っていることも多く、授業後でも強く

残り、学習による変容が生じにくいとされる。

素朴概念から科学的概念に変化をさせるためには、

以下のような場面を設定する必要がある。

○ 今の考えでは解決できない問題に直面すること。

○ 今よりも分かりやすく直面した問題も解決可能な考

えがあること。

○ 新しい考えが、今後の問題等についても活用できる

こと。

深い学びの実現のためにも、単元の学習前に、児童

生徒の学習内容に関わる概念をアンケート等で把握し

ておくとよい。

【小中学校理科】 

 

１ 本年度の取組 

（１） 調査研究の背景 

 新学習指導要領においては、子供たちが、これからの時代に求められる資質・能力を身

に付け、生涯にわたって能動的に学び続けられることができるようにするため、改訂の基

本方針として、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進が挙げられ

ている。また、理科においては、その配慮事項として、「単元など内容や時間のまとまり

を見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，児童（生徒）の主体的・対話的で

深い学びの実現を図るようにすること」及び「理科の学習過程の特質を踏まえ，理科の見

方・考え方を働かせ，見通しをもって観察、実験を行うことなどの問題を科学的に解決（探

究）しようとする学習活動の充実を図ること」が示された。 

 これを受け、本調査研究においては、これまで「主体的、協働的な学びを計画的に取り

入れた単元づくり・授業づくりの工夫」を研究のテーマとし、実践等に基づき、以下の成

果及び課題を得た。 

ア 理科における児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現には、単元を貫く「本質的

な問い」を中心に据えた授業デザインが効果的である。 

イ 「単元計画表」及び「授業計画シート」の活用により、教師が児童生徒の思考の流れ

を意識しながら、「本質的な問い」を中心とする授業デザインを設計することができる。 

ウ 理科における「見方・考え方」を単元づくりの視点に取り入れ、より深い学びと児童

生徒の資質・能力の向上が図れるようにする必要がある。 

エ 教師の経験や技量等による差を補うための工夫が必要である。 

（２） 調査研究の概要 

   ア 目的 

     以下の内容を踏まえた「単元設計シート」及び「授業計画シート」の作成 

    （ア） 「（単元を貫く）本質的な問い」を中心に据えた授業デザインを設計できること 

    （イ） 理科における「見方・考え方」を働かせる学習活動を意図した指導ができること 

    （ウ） 「逆向き設計」論を活用し、単元を通して育む資質・能力を明確にすること 

    （エ） 研究協議等を円滑にし、授業改善を活性化させること 

   イ 単元設計シート 

    ○ 「（単元を貫く）本質的な問い」を中心

に添えた授業デザインが一目で分かるよ

う、「単元のねらい」、「児童生徒の実態・

課題」、「活用できる知識・技能」、「本質的

な問い」、「単元計画」、「期待する解答の要

素」、「身に付ける資質・能力」を１ページ

で表記できるものとした。 

    ○ 単元の「逆向き設計」により、児童生徒

に育む資質・能力を意識できるよう、「原

案シート」の入力を「単元設計シート」に

反映させるようにした。（図１） 

    ○ 「単元計画」内に、評価規準と併せて、

本時に働かせる「見方・考え方」を表記し、

教師が意図的に指導を行えるようにした。 図１ 単元設計原案シート 
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学　年 小 6 年 単元名

単元の
ねらい

目　標
(1)

観　点

目　標
(2)

観　点

学習態度

学習規律

に関わる

実態

前時までの
学習内容

本単元
（時）の
学習内容
に関わる
実態

授業前の
概念

学習順

2

7

1

3

4

5

6

学習課題
（問題）

目標
(1)

本時の課題を確認する。
「AやBの層がどのように堆積したか実験を通して解明せよ！」

本時の学習活動・活動順

目標
(2)

実験結果や資料を基に、流れる水
の働きによる地層のでき方や広がり
方などを推論し、考えを表現してい
る。

思・判・表

本時の学習内容・目標

礫岩の地層が砂岩の地層の上にある地層は、ど
のようにできたかモデル実験を通して調べる。

学習
内容

３　２分間隔で数回繰り返し、約10分放置してその後観察する。

結果から、課題に対する考察と自身の予想との関係についてまとめる。
グループ内で考察について共有する。その後、クラス全体で発表をする。

7

授業計画シート（原案用）

OPPAシート

思考シェアタイムで使用するホ
ワイトボード

タブレット端末

話合いシート
6

流れる水のはたらきでできた地層のでき方を考え、水
槽に土を流し込むモデル実験を通して調べる。

新しいことに対する興味が高く、観察や実験等には積
極的に取り組むが、思考に対する表現は苦手である。

地層を実際に見たことがある児童は17/27名。自身の
住む地域の地下には、半数の児童が地層はないと
思っている。
地層の空間的な認知については、多くの児童が広い
範囲に続いていくと考えている。

・５年「流れる水のはたらき」での体積作用
・上に積もっている層が新しい層であるという認識
・タブレットの動画機能を活用して現象の変化を観察し
た経験

活用する学び方ツール

本時のまとめをする。
・Aの地層は、１度の堆積作用、Bの地層は、２度以上の堆積作用でできる。

タブレット端末で地層A・Bの写真を見て、礫岩の層が砂岩の層の上にある地層のでき方を
考える。
C：Bは、小さな粒（砂）の上に大きな粒（礫）がのっている。
C：前時の実験結果と違うのはなぜ？

予想をもとに実験を行う。
準備：スタンド、傘袋、混合土（礫４：砂３：カラーサンド３）、墨汁、水
４人×６班、３人×１班

実験手順
１　スタンドに傘袋を取り付け、水40㎝、墨汁数滴を入れる。
２　混合土をコップ１杯とり、傘袋内に流し込む。沈降する様子を確認する。

8
本時の課題

AやBの地層がどのように堆積したか実験を通して解明せよ！

4

本　　時　　の　　目　　標

5

児童生徒の実態 活用できる知識・技能

1

単　　元　　名　　等

身の回りの大地やその中に含まれるものに興味をもち、地層を観察したり、大地の構成物などについて調べたりして、大地
は礫、砂、火山灰などからできていて、地層や流れる水や火山の噴火によってできることをとらえる。

2
（単元を貫く）本質的な問い

地層のしま模様は、どのようにしてできたのだろうか。

８/９大地とその変化

礫岩の地層が砂岩の地層の上にある地層は、どのようにできたか
モデル実験を通して調べる。

3

学　　習　　内　　容

前時までの学習内容

流れる水のはたらきでできた地
層のでき方を考え、水槽に土を
流し込むモデル実験を通して調
べる。

思・判・表
実験結果や資料を基に、流れる水の働きによる地層のでき方や広がり方など
を推論し、考えを表現している。

次時の学習内容

火山のはたらきによる地層ので
き方を調べる。
大地のつくりについて、学習した
ことをまとめる。

本時の学習内容

「学年」の左枠は、プルダウンリストから選択する。

「単元名」の右枠には、○/○と時数を記入する。

※ 「単元のねらい」と「（単元を貫く）本質的な問い」は、

「授業計画シート」の印刷範囲外に反映されます。

作成の留意事項

※ 「前時までの学習内容」は、５「活用できる知識・技能」

に反映されます。

「本時の目標」は、本時の主な評価事項について、２観

点以内で記入する。

「観点」は、プルダウンリストから選択する。

※ 目標⑴、⑵とその観点は、「授業計画シート」の「評価

規準」にも反映されます。

「授業前の概念」には、

① 既習内容と学年

② 単元前アンケート等から考えられる児童生徒の概念

③ （ICT等の）習得技能 等

を記入する。

右枠の「本時の学習内容・目標」から、６「本時の学習

活動」を検討する。

学習活動が精選できたら、学習順を検討し、左枠に記

入する。

※ 学習順に合わせて、「授業計画シート」の「本時の展

開」欄に内容が反映されます。

注 １・２→導入、３・４・５・６→展開、７・８→まとめ

「本時の課題（問題）」は、以下の留意点に注意する。

○ 学習への主体性を高める言葉で

○ 児童生徒の発達段階に応じた言葉で

○ 「学習のまとめ」につながる言葉で

「原案シート」の記入が終わったら、「授業計画シート」の内容を確認してください。

※ 「授業計画シート」内に直接入力する事項もあります。

   ウ 授業計画シート 

○ １単位時間の指導過程が一目で分か

るよう、「（単元を貫く）本質的な問い」、

「本時の学習課題」、「本時のねらい」、

「児童生徒の実態・課題」、「活用できる

知識・技能」、「本時の学習活動」、「ねら

いにせまる手立て」、「本時の評価」等を

１ページで表記できるものとした。 

○ 「逆向き設計」により、指導、評価

が一体となった授業計画が立てられる

よう「原案シート」の入力を「授業シー

ト」に反映させるようにした。（図２） 

○ 教師の経験や技量による差を解消で

きるよう、「原案シート」のそれぞれの

項目に合わせて「作成上の留意点」を設

け、授業デザインが作成できるようにし

た。 

 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

   ア 記入事項を精選して授業計画を設計することで、「（単元を貫く）本質的な問い」を中

核とした児童生徒の意識に沿った学習過程をデザインすることができる。 

   イ 単元及び授業の「逆向き設計」により、目標、「本質的な問い」（学習課題）、学習指

導（学習活動）、評価の体系化が図れる。 

   ウ 働かせる「見方・考え方」の項目を設けたことにより、養うべき資質・能力に対する

指導の工夫や留意点を明確にして学習過程を検討できる。 

   エ 作成の流れがつかみやすく、指導案に比べ、比較的短時間で作成できる。 

（２） 課題 

   ア 授業の設計者用ツールのため、第三者が各シートのみで単元や授業の詳細な流れを把

握することは困難である。指導案の代替ツールでないため、授業改善のツールとして使

用するには、設計者を含めた協議等が必要となる。 

   イ 単元設計シートと授業計画シートの内容に重複する部分がある。相互の内容を反映さ

せて作成できるようになると、活用の幅が広がるとともに、作成時間を短縮できる。 

   ウ 教師の授業の意図が示される部分は、「ねらいにせまる手立て」となる。今後、実践

事例を積み、教材・教具の工夫や指導方法の工夫等をより詳細に示すにはどのように示

すべきか検討を重ねる必要がある。 

 

３ 今後の展望 

（１） 育成を目指す資質・能力と評価について 

 本研究で重視した「逆向き設計」は、学習によりもたらされる「成果」から遡って指導

計画等をデザインする。その「成果」については、本来、知識が体系的に構造化されたも

のであり、その知識は「活用できる状態」であるべきである。今後は、その「活用できる

状態」としての知識を評価する評価の在り方と併せて、シートを改善していく必要がある。 

（２） 研修等での活用について 

    授業改善のための研修ツールとしての活用も検討していく必要がある。 

図２ 授業計画原案シート 
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【小中学校音楽】 

 

１ 本年度の取組 

  テーマを「問題解決的な学習や効果的なグループ学習の取り入れ方等」とした。音楽を介し 

 て、話合いでの意見を基に、どのように問題解決をしながら表現や鑑賞に効果的に反映され授 

 業に生かされていくのかに重きを置いて検証を重ねた。昨年度の課題を踏まえ以下の 4 点にお 

 いて昨年度から継続した研究協力委員が、勤務校の児童生徒を対象に、研究・実践を行った。 

 以下に、教科部会の取組内容を示す。 

（１） 新学習指導要領や様々な文献等から、主体的、協働的な学習の事例等を探り、音楽科と 

   して大切にしていきたいことの共通理解を図る。 

    １年目の研究の成果と課題を踏まえ、知識構成型ジグソー法の効果的な活用について、 

   主体的・対話的で深い学びにつながりやすい具体的な授業実践につながるように整理した。 

（２） 反転学習、エキスパート資料としての音源や映像資料の共有を図る。授業支援アプリや 

   ＩＣＴ活用について、検証授業を基に効果検証を行う。 

    公開授業をヒントに、「誰でも同じように取り組める」「時短にもつながる」「深い学び 

   につながる」「学びの連続性のある」資料を開発した。 

（３） 検証授業の実施及び検証授業から見えてきたこと等の協議を行う。 

    高等学校の未来を拓く「学び」プロジェクトともリンクさせ、各学校段階として、内容 

   の連続性を配慮し、音楽活動の基礎的な能力を伸ばすためには、小学校段階からどのよう  

   に継続して指導していくべきなのかを〔共通事項〕を手掛かりにしながら、検討した。児 

   童生徒の変容を把握する評価の工夫として、ワークシートの改善について検討をした。 

（４） 研修プログラムシートの作成をし、教員対象の研修での活用を検討する。 

    全ての年次研修（小学校～高等学校、初任者、５年、10 年経験者）において、協調学習 

   を取り入れるための単元計画表や授業計画シートを年次研修のグループ協議に取り入れ、 

   本年度の研修でも実施をした。グループで作成した単元計画について発表させ、全体で共  

   有する。興味を持ってもらえる、また授業改善に役立てられる研修プログラムを検討した。 

 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

    本年度、研究協力委員が検証授業を実施した授業は、小学校での「歌唱・音楽づくり・ 

   鑑賞」と中学校での「歌唱・鑑賞」である。また、未来を拓く学びプロジェクト研究開発 

   員の高校教諭にも意見をいただき、昨年度小学校で開発した教材を高等学校でも活用でき 

   るように改善した。 

   ア 表現領域（歌唱分野）について ＊知識構成型ジグソー法での教材開発一覧 

教材開発した曲 実施校・実施時期 対象 

「まっかな秋」 宮代町立百間小：Ｈ28 年 小５ 

「広い空の下で」 熊谷市立三尻小：Ｈ28 年 小６ 

「われは海の子」 宮代町立百間小：Ｈ29 年 小６ 

「パレードホッホー」 熊谷市立三尻小：Ｈ29 年 小４ 

「カリブ夢の旅」 鶴ヶ島市立富士見中：Ｈ29 年 中１ 

「翼をください」 県立越谷西高等学校：未来を拓く学びプロジェクトとの関連  高１ 

「夏の思い出」 中学・高等学校 10 年経験者研修 Ｈ29 中・高 

その他 日本歌曲や外国歌曲 汎用性のあるモデル開発Ｈ29 年度 中・高 
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     主に共通教材程度の長さの曲を使用し、知識構成型ジグソー法のエキスパートの汎用 

    性モデルをつくり、年次研修の教員に体験させた。「自分にもできそう」「違う曲でもや 

    ってみたい」と感想を持つ教員も多く、実践報告も多く寄せられた。他の分野にも広げ 

    ていける可能性が見出せた。     

   イ 表現領域（音楽づくり・創作）について 

教材開発した曲 実施校・実施時期 対象 

「いろいろな音のひびきで味わおう」 熊谷市立三尻小：Ｈ28 年 小６ 

「言葉でリズムアンサンブル」 熊谷市立三尻小：Ｈ29 年 小４ 

「手拍子でリズム」 宮代町立百間小：Ｈ29 年 小３ 

     小４の「言葉でリズムアンサンブル」では、グループ活動を行ったあと、最後に自分 

    なりの作品を作った。振り返り等の項目を適宜入れながら授業展開を工夫し、個の評価 

    についての提案を行った。 

     小３の「手拍子のリズム」では、「リズムパターン 30」（本澤陽一氏提案）を学習の最 

    初に行っておくことで、友達のリズム楽譜を読むことや、個人のリズム創作をスムーズ 

    に進めることができていた。 

   ウ 鑑賞領域について 

教材開発した曲 実施校・実施時期 対象 

「ハンガリー舞曲第５番」 三尻小：Ｈ28 年／百間小：Ｈ29 年 小６ 

「白鳥」「美しきロスマリン」 三尻小／百間小：Ｈ29 年 小４ 

「メヌエット」 宮代町立百間小：Ｈ29 年 小３ 

「春」 鶴ヶ島市立富士見中：Ｈ29 年 中１ 

「魔王」 鶴ヶ島市立富士見中：Ｈ28 年・29 年 中１ 

「交響曲第 5 番」 鶴ヶ島市立富士見中：Ｈ29 年  中２ 

「ブルタバ」 鶴ヶ島市立富士見中：Ｈ29 年  中３ 

    

  （２） 課題 

    以下の表のような授業展開を教員に意識させ、広めていくことが協調学習のしやすい環 

   境づくりに必要であり、授業づくりへの課題としてとらえていく。 

発達段階 育てておきたい資質・能力（協調学習で効果を出しやすい素地作りとして必要なこと） 

小学校 

低学年 

①活動場面の区別、規律の徹底 ②語彙力の強化（掲示物の工夫など）③お互いの音を聴く活動や、

わらべうたなどで２人組のペア学習で身体表現を伴う活動などを多く行う。 

小学校 

中学年 

リズム読みや階名唱、音楽を形づくっている要素との関連を大切にした一斉授業で基礎力を充実さ

せるとともに、適宜協調学習を取り入れる。①グループ活動の形の理解や話合い方の基礎を培う。

②グループ相互評価により練習意欲を高め、学び合いにより技能を高めあう力を育てる。 

小学校 

高学年 

①音楽から読み取れることを基にして、表現に結びつく協調学習を行う②思いや意図をもち、それ

を人に伝えられる力を育てる（音楽的な言語能力も高める）。 

中学校 小学校で培った力に加え、思いや意図を音や表現にフィードバックできる力を持たせる。 

例えば、他人に説明をするために直接「こういう風に歌って」と表現をしながら説明する等。 

 

３ 今後の展望 

    今回の研究内容を、年次研修等の場でも紹介し、授業ＤＶＤを鑑賞し意見をいただいた 

   り、直接的な実践結果を募ることもできたことが検証の幅を広げることにつながった。今 

   後も継続して行っていく。音を介しての学習をしっかりと進められるよう、使いやすいワ 

   ークシートの改善を今後も進めていきたい。 
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【小中学校図画工作・美術】 

 
１ 本年度の取組 

     新学習指導要領が告示され、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進が

必要とされる中、図工・美術においては、「主体的・対話的で深い学び」を視点とした指導方法

の一つとして、知識構成型ジグソー法を活用した調査研究を２年間行ってきた。本年度は中学校

美術における活用を研究員で協議し、研究授業を通して取り組んだ。 

   昨年度の小学校図画工作における、調査研究の課題を中学校美術における指導に置き換え、

取り組んだ。エキスパート活動が有効に活用できるであろう題材と、指導計画のどのタイミング

で取り入れられるかを、生徒の実態を把握している授業者を中心に研究協力員全員で協議を進め

たうえで、研究授業を行い検証した。 

 

 〔研究授業の授業デザイン〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

    本年度も、研究授業を含め各研究協力員が知識構成型ジグソー法による検証授業を行った。 

  ア 対話的な学びの過程 

   ・意見発表会や交流、話合い活動を充実させることにより、生徒（児童）同士の情報共有や

意見交換ができ、他の生徒（児童）の技法を自分の作品に取り入れるなど、活動の幅が広

がった。 

   ・「努力を要する生徒（児童）」にとっては、情報を共有することが活動へのヒントとなり、

意欲喚起につながった。 
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  イ 主体的な学びの過程 

   ・エキスパート活動をすることで、素材と深く関わり、素材の持つ多様性や可能性を見つけ

ることができ、全体的にいきいきと活動する姿が見られた。 

   ・素材との深いかかわり合いから、新たな発想を展開する生徒（児童）が増え、主体的に活

動する姿が見られた。 

  ウ 深い学びの過程 

   ・毎時間、２、３分の「交流タイム」を設けたことで、悩みを共有したり、今まで自分には

思いつかなかった考えや思いを知ったりすることができ、自分のアイデアを補強し、より

質の高い作品作りができた。 

   ・ワークシートを活用することにより、一人一人が自分の作品について詳しく話す事ができ、

深い気付きにつながった。 

 

 〔作品から見える協調学習の効果〕 

作品比較 
 
 
 
 

 

 

    （H27）協調学習なし  （H28）協調学習あり・テーマ別   （H29）協調学習あり・表現別 
（２） 課題 

   ・知識構成型ジグソー法の表現活動におけるエキスパート活動は、〔共通事項〕（色、形、イ

メージ）を基本とした取り組みをするとよいが、エキスパート活動に相応しい課題と困難

な課題があり、題材等による分類整理が必要である。 

   ・対話的な深い学びは、特に発想や構想において有意義であるが制作する時間の確保は教科

の特性上大切なことなので、時間配分には細心の注意が必要である。 

   ・生徒（児童）同士の意見発表会や話合い活動は互いの情報共有と意見交換、そして特に「努

力を要する生徒（児童）」の意欲喚起の場として有効かつ有意義であるが、「努力を要する

生徒(児童）」には教師が毎時間の学習の節目に、ねらいの把握と問題点の再確認を行い、

つまずきを見逃さず支援し、興味を持続させながら活動させ、見届けていくことが最終的

には重要である。 

   ・エキスパート活動におけるグループ分けは生徒（児童）選択型の場合、多様な考えが出に

くい点がある。教師主導型の場合、意欲喚起につながりにくいので生徒（児童）の実態や

課題（題材）に合わせたグループ分けをする必要がある。 

   ・ワークシート（レベルアップカード）の活用については生徒（児童）一人一人の制作（製

作）進度の把握や評価に有効である。しかし、制作（製作）のつまずきへの支援に対して

使用する場合（ヒントカード等）はどこで使用することが有効か考える必要がある。 

 

３ 今後の展望 

  今回の研究では、生徒（児童）の完成作品を介して効果をはっきりと確認することができた。 

 この取組を、年次研修等の場で紹介し、演習を体験してもらいながら授業改善の視点としての指   

 導実践へとつなげたい。２年間の取組で見えてきている残された課題の解決に向けて、更なる研 

 究を進め、知識構成型ジグソー法の効果的な活用を目指した題材の整理やワークシートの活用等、 

 具体的な資料を蓄積し、授業改善を推進していきたい。 

-28-



  
 

 
  

【中学校技術・家庭】 

 

１ 本年度の取組 

急激な社会の変化によって生じた多様な生活及び社会事象による現代的な諸課題に対して、子供 

 たちが主体的に対応できる資質・能力を育んで行くことが求められている。このような社会からの 

 要求に対して、本教科が育むべき資質・能力を明確にしながら「主体的・対話的で深い学び」の視 

 点による教科指導等の見直しと改善を図り、生徒の学びの質を向上させて行く必要がある。そこで、 

 テーマを「技術・家庭科における主体的・協働的に学ぶ学習・指導方法について」とし、２年間の  

 調査・研究を通して「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習・指導方法の研究・開発を 

 行い、授業改善に活用できる資料等を作成することとした。昨年度、文部科学省より示された「論 

 点整理」、「家庭科、技術・家庭科ワーキンググループ」における審議内容に加え、本年度は「中学 

 校学習指導要領解説（平成29年６月）」を読み解き、授業改善の視点となる「主体的な学び」、「対 

 話的な学び」、「深い学び」の意図を研究協力委員全体で共通理解を図った。そのうえで、主に①現 

 行学習指導要領における問題解決的な学習を含む題材に対して「主体的・対話的で深い学び」の実 

 現に向けた指導計画（学習過程）及び単位時間の授業展開の見直しと改善の実践。②①をもとにし 

 た R-PDCAサイクル（Research：実態診断→Plan：改善計画→Do：授業実践→Check：結果評価→ 

 Action：改善策検討）による新学習指導要領に準じた授業改善の事例作成及び授業の見直しや改善 

 に活用できる資料の検討を行った。 

本研究を進めるにあたり、分野ごとに２名ずつ（技術分野２名、家庭分野２名）計４名の研究協 

 力委員が所属校の生徒を対象に研究・実践を行った。以下に取組の概要を示す。 

（１） 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習過程及び単位時間の授業の見直しと改善 

研究協力委員が実践している現行学習指導要領に 

   よる題材の学習指導計画をもとに、「主体的・対話的 

   で深い学び」の視点で見直しを図り、学びの質を高 

   める工夫・改善を行った。 

ア 題材の学習過程の見直しと課題発見 

 題材のまとまりを見通した学びの実現がしやす 

くなるように、実践している題材の学習指導計画 

を時系列で帯状の学習活動のまとまり（学習過程） 

に表し、授業改善の視点となる「主体的な学び」、 

「対話的な学び」、「深い学び」が当てはまる学習 

活動が実現できているかどうかを見直した。その 

結果をもとに、三つのそれぞれの学びの意図とそ 

こで育む資質・能力、指導内容を照らし合わせ、 

学習過程の見直しと大まかな学習活動の改善につ 

いて検討した。（図１） 

イ 具体的な改善と実践 

（１）アの大まかな改善をもとに、題材のまとまりを見通して育む資質・能力を明確にし 

ながら、主に「主体的・対話的で深い学び」の授業改善の視点と「①各分野における『見方・ 

考え方』、②問題解決的な学習」との関わりについて整理し、学習活動のまとまり及び単位時 

間の授業展開の工夫・改善を行い、生徒の学びの質の向上を図った。具体的には「①『見方 

・考え方』を働かせた問題解決的な学習活動（深い学び）において、他者との協働や意見交 

換等によって考えを明確にし、広げ深める学習活動（対話的な学び）と、生徒がその学習活 

動を振り返り、その学びの価値や自分が社会や生活の問題解決に参画・貢献できるというこ 

【図１ 題材の学習過程の見直しと大まかな改善のイメージ】  
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とに気付く学習活動（主体的な学び）等の充実。②題材などのまとまりを通して、①のよう 

な問題解決的な学習の実現及びその後の学習の充実に向け、『見方・考え方』を働かせるもと 

となる『見方・考え方』に気付かせる対話的な学びなど、その前後の学習過程における三つ 

の授業改善の視点による学習活動の工夫。」を検討し、実践した。 

（２） R-PDCA サイクルによる授業改善の事例作成と授業改善に活用できる資料の検討 

    （１）の研究委員の研究実践をR-PDCAサイクルによる流れにまとめ直し、授業改善の手立て 

   の一例として活用できる資料に整えた。なお、研究実践は現行学習指導要領で実施したが、平 

   成 30年度からの新学習指導要領への移行準備を視野に入れた資料に整えた。また、（１）の研 

   究実践をもとに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて実施している学習活動や学習過 

   程の振り返りのきっかけづくりとして活用できる「振り返り支援シート（分野共通）」、学習指 

   導計画（学習過程）の検討に活用できる「まとまりを見通した指導計画検討シート（技術分野）」、 

   問題解決的な学習活動を中心にその前後の授業のつながりを見直す「問題解決的な学習を充実 

   させる整理シート（分野共通）」の試案を作成した。 

 

２ 成果と課題  

（１） 成果 

      ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習過程及び単位時間の授業の見直しと改善 

     学習指導計画を帯状の学習活動のまとまりで表したことで、題材のまとまりを見通した学 

    習過程の振り返りと改善を効率的に行うことができた。また、「見方・考え方」を働かせた問   

    題解決的な学習活動において「主体的な学び」と「対話的な学び」との相互作用によって、 

    資質・能力を総合的に活用・発揮する「深い学び」の実現や、自己有効感の向上が生徒に見 

    られた。さらに、「見方・考え方」への気付きをもとに「見方・考え方」を働かせる学習活動 

    を意図的に設定したことで、生徒にとって教科を学ぶ意義が明確になり、知識・技能の習得 

    や習熟とともに問題解決等への意欲の高まりが見られた。 

   イ R-PDCA サイクルによる授業改善の事例作成と授業改善に活用できる資料の検討 

 「主体的・対話的で深い学び」への実現に向けて、どのように授業改善を進めればよいか 

新学習指導要領との関連について例示することができた。また、R-PDCA サイクルによる授業 

改善の流れに研究実践をまとめ直すことによって、改善した学習指導等の評価に関する課題 

が明確になった。 

（２） 課題 

    本研究は「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の実践例であり、取組を断 

   片的に示したものである。また、新学習指導要領への移行期間前であるため、現行学習指導要 

   領による指導項目及び事項に準じた学習観点の評価と関連付けたものになっている。今後、題 

   材等のまとまりを見通した有機的なつながりを持たせた授業改善モデルの立案とともに、新学 

   習指導要領の指導項目及び事項に準じた学習観点による指導計画等についても合わせて研究が 

   必要である。また、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、実践している題材等をもと 

   にできる改善から取り組み、その結果を分析し、不断の授業改善へとつなげることが重要であ 

   る。取り組んだ授業改善に対する計画的な効果検証を含めた授業改善サイクルを示す必要があ 

      る。なお、本研究の資料は授業改善の取り掛かりとしての試案であり、今後、国から示される 

      情報との整合性をとりながら研究の価値を高めていくことが求められる。 

 

３ 今後の展望 

  本研究は次年度テーマの「新しい学びの視点に係る調査研究」につながる内容であり、それぞれ 

  の授業改善の視点の相互関係の整理や新学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」の実 

  現に向けた授業改善のモデルを研究し、提案していきたいと考える。 
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【小中学校外国語活動・外国語】 

 

１ 本年度の取組 

    昨年度の研究成果と課題を踏まえ、児童生徒が主体的・対話的で深い学びが育めるよう、

問題解決的な学習やその中で有効なグループ学習等の調査研究を行った。 

 （１）昨年度からの研究の視点の一つであった「問題解決的な学習、既存スタイルの再検討」を  

さらに進め、具体的な授業モデルについて計画し、検証授業を行う。 

 （２）昨年度からの研究の視点の一つであった「グループ学習の効果」について、研究・効果検  

証を進める。 

 （３）外国語における４技能をバランスよく定着させるためのグループ活動を進め、自己表現に

繋げ深化させていくための工夫を行い、児童生徒の変容から効果や問題点を検証する。 

  

２ 成果と課題 

（１） 成果 

   ア 外国語活動 

     視点１ 問題解決的な学習、既存スタイルの再検討 

    既存の指導スタイルを再検討し、問題解決的な学習となるよう検討を行い、授業を実施

した。児童が相互理解するために「現状分析」「仮説立て」「手立てを講じる」「実行」と

いう問題解決の思考の流れを児童が自発的に行うことができた。問題解決に対する考え方

の違いをグループ内のメンバーと話し合うことから児童の活動自体にも広がりや深まり

が生まれた。昨年度の課題である児童の言語活動及びやりとりの見取りについて改善する

ために、児童の変容を適切に把握する場面を設定した。授業の途中で教師と児童の英語に

よるやりとりを必ず設定したり、最後で output の場面を増やしたりするなどパフォーマ

ンステストに近い形を行うことで、児童の活動を見取ることができた。 

     視点２ グループ学習の効果 

    基本表現を導入する際に日本語を介さず、児童が理解する機会を設定するため、グルー

プでの学び合いを通して、言葉の意味を確認する活動を行った。グループ活動において児

童の活動を充実させ効果を上げるためのシートである「思考ツール」（別添資料参照）を

活用し、評価者が思考ツールを活用することで、統一した評価を行うことができた。思考

ツールの活用から児童の活動において共に学び合い、児童が主体的に活動することができ

た。さらに、今年度の取組として児童の言語活動におけるやりとりやグループ活動を通し

て「伝えたい」という気持ちを十分に高めてから output を行った。その結果、自分の言

葉そのものに責任をもつ態度が備わり、「正確に英語を表現しよう」とする態度が表れて

きた。さらに、output を充実させることに付随して、自分自身が伝えたい表現を正確に表

現しようとするために、積極的に聞こうとする input においても向上が見られた。 

   イ 外国語 

     視点１ 問題解決的な学習、既存スタイルの再検討 

    既存の指導スタイルを再検討し、これまで学習してきた内容を踏まえ、主体的・対話的

で深い学びができるような言語活動の手立てとして、自己表現ができるような授業を実施

した。教科書にある簡単なニュース形式の内容を聞いたり読んだりする活動をした上で、

実際のニュースに関連した実在のポスターから生徒がテーマに意識を向けるようにした。

生徒が、「ニュースをわかりやすく伝えよう」という目標を示すことで、自然とリテリン

グの活動に繋げることができ、主体的に取り組む姿勢が見られた。このように、聞いたり
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読んだりして得た知識や情報を要約して話したり、自分の考えや気持ちなどを話して伝え

たりする、複数の領域を統合して行う活動にすることができた。 

     視点２ グループ学習の効果 

    ポスターセッションでは、「理想の学校をつくろう」をトピックに活動を行い、言語材料

としては、中学生の学習の核となる「助動詞」を用いた。生徒にとって「理想の学校の校

則をつくる」というタスクを与えることにより、全員がそれぞれ意見を出し合いながら意

欲的に取り組むことができ、４技能の定着をバランスよく行える点でも効果的であった。

また、ニュースを伝え合う活動では、分割して割り当てたため、他のグループの発表を意

欲的に聞く様子が見られた。発表後に振り返りをし、よかった点を評価し、自分たちの課

題について考えさせ、様々な意見交換をすることができ、グループ学習の効果があった。 

（２） 課題 

    ア 外国語活動 

    外国語活動におけるグループ学習が効果的な場面や思考ツールの有効な活用方法など、

２年間を通して研究調査を進めてきたが、発話の量をより増やすための手立てに関して今

後、一層の研究を進めていく必要がある。外国語活動において、児童の「主体的・対話的

で深い学び」を成立させる要因として、「自分の気持ちや考えを言葉として表そうとして

いるか」ということが挙げられる。言葉は「伝えたい」「表現したい」という気持ちから

発せられるものであり、そのことを常に意識した単元計画や授業展開を行わなければなら

ない。 

    イ 外国語 

    アクティブラーニングをより効果的に行うため、日米間の学校の規則の違いを紹介した。

ほぼ英語のみを用いて導入を行うポスター制作の作業では、教師の支援を要する場面も見

られた。ポスター発表の場面では、各グループがそれぞれ発表する方式を用い、完成した

ポスターおよび作成過程の活動状況で評価する形となった。日々の授業の中で、身に付け

た知識や技能の定着を図り、活用させる場面を効果的に関連させ言語文化に関する気付き

を的確に見取り、評価や授業改善に繋げていくことが必要である。またニュースのグルー

プ発表では、協働的な学習に対して、生徒は楽しんで取り組めていたが、その姿勢にはグ

ループ間で温度差が多少見られた。生徒にどのような姿勢で取り組むとよいかを事前に意

識させることが大事である。ルーブリック等で発表の観点を示し、評価と活動が結びつく

ようにすることで、生徒の学習意欲もさらに高められる。  

 

３ 今後の展望 

    ア 外国語活動 

    ２年間の実践から、児童の主体的・対話的で深い学びを育むためには、児童が興味関心

をもち、取り組む活動や互いの思いを伝えるなど他者との学び合いの場面や活動を積み重

ねていくことが必要であることが明らかになった。問題解決的な学習や思考ツールを活用

したグループ学習などの実践から児童の変容を確認し、来年度から導入される新教材に対

しても本研究での検証や、より効果的な学習形態を踏まえ調査研究を進める。 

    イ 外国語 

    ２年間にわたる研究の実践から、既習事項を活用しながら生徒自身が主体的に「やって

みたい、伝えたい」という気持ちを高め、取り組める課題の設定を行うことが重要である

ことが明確になった。今後は、外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を

働かせ、情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを

図る資質・能力を育成し、主体的・対話的で深い学びが継続的・効果的に実施される授業

が展開されるよう、調査研究を進める。 
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【小中学校体育・保健体育】 

 

１ 本年度の取組 

  体育・保健体育においては「運動の特性」に十分親しませることや「運動の楽しさ」を味わ

うことのできる授業を実践していくことが、豊かなスポーツライフの基礎を培うことになる。

そのためには、「運動への関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「運動の技能」、「知識」をバラ

ンスよく育むことが必要不可欠である。しかしながら、現状として体育・保健体育の実技の授

業は教師主導による技能向上に重みが置かれ、主体的・協働的に学びを深める授業は少ない傾

向である。そこで、今回の取組では、埼玉県の協調学習の中核をなす「知識構成型ジグソー法」

に視点を当て、協働的に学ぶ中で、基礎基本の定着を確実に図る授業モデルの実施と、「深い

学び」を引き出す授業モデルとして、「実技における効果的な知識構成型ジグソー法の授業モ

デル」を提案することとした。 

研究主題「実技における効果的な知識構成型ジグソー法の授業モデルの提案」 

 柱１ 協働的に学ぶ中で、基礎基本の定着を確実に図る授業モデルの提案（小学校部会） 

 概要  単元前半では、基礎基本の確実な定着を図る必要がある。そこで単元前半の技能獲得

の場面においても、知識構成型ジグソー法の児童相互で学び合う流れを活用し協働的

に学ぶ場を設定し、基礎基本の定着を図る授業モデルである。（資料１） 

 柱２ 「深い学び」を引き出す授業モデルの提案（中学校部会） 

 概要  知識構成型ジグソー法を２時間計画で実施し、1 時間目にエキスパート活動とジグソ 

     ー活動を行う。２時間目にクロストーク場面を設定し、実技を通して発表を行い、他 

のグループの作戦を見取ることで「深い学び」を引き出す授業モデルである。（資料２） 

 

２ 成果と課題 

（１）柱１ 協働的に学ぶ中で、基礎基本の定着を確実に図る授業モデルの提案（小学校部会） 

 ア 成果 

 検証授業を行い授業者からは次の成果が挙げられた。（抜粋） 

(ｱ)教師主導の授業から児童主体の授業にすることができた。児童同士による教え合いによってポイント理解が深まった。 

(ｲ)話し合い、教え合いの質の向上を図ることができた。具体的なポイントや動き方の提示によって、技能の定着につながった。 

(ｳ)パスの三つの内容は効果的であった。動き方、パスの種類を使い分けられるようになった。また、新しい練習方法を「話し合いながら」「動きながら」考え、実践していた。 

(ｴ)「アドバイスポイント」（児童からでた声掛け集）を掲示することによって、教え合いの手助けとなった。 

(ｵ)帯状のジグソー学習は効果的であった。児童のジグソー学習への理解が深まったことで、てきぱきと動けるようになり、運動量や時間の確保につながった。その結果、技能の向上・定着を図ることができた。 

以上のことから、次のように整理される。 

 知識構成型ジグソー法の児童相互で学び合う場面を入れることで、児童自らが技能を身に 

付け仲間に発信することが要求されるため、ポイントの理解が深まっていった。また、教師 

がファシリテーターとなり話し合いや教え合う場面を 

効果的に方向づけることにより、授業後半で行われる 

簡易ゲームに役立たせるための技能として、より確実 

な技能の定着を図ることができた。（写真①）また、 

エキスパート活動からジグソー活動の流れを毎時間帯 

状に行うことで、運動量が確保され、技能習得の時間 

が増えたことも基礎技能の定着が図られた一つと考え 

られる。運動学習場面の割合は A 小学校では 60.2％、 写真① 空いたスペースに走り込んだ仲間へバウンドパスを 

    タイミングよく出す練習 
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B 小学校では 58.2％であることから、一定量の運動量は確保されたと考えられる。以上のこ

とから、知識構成型ジグソー法の流れを取り入れた授業として、基礎基本の定着を図る授業

モデルとして有効と考えられる。 

 

イ 課題 

   課題の一つに資料の作成があげられる。実態に即した資料を作成するにはかなりの時間を 

要する。また、授業後の研究協議では毎回帯状に取り入れるため、少しずつバージョンアップ 

することも協議された。また、パスにおいては教師の意図する活動に結びついたが、ドリブル 

に関しては話し合いの深まりは浅く、更に研究が必要との意見がでた。 

   課題の二つ目に、グループ編成の難しさがあげられる。個人技能の差はもとより、学び合 

う場面を効果的に設定するには、生徒指導上の課題も十分に考慮したグループ編成が必要と 

なる。教師主導の授業展開から、児童主体の授業展開に移行する中で、教師、児童ともに授 

業に対する意識改革が大きな課題としてあげられた。 

 

（２）柱２ 「深い学び」を引き出す授業モデルの提案（中学校部会） 

 ア 成果 

 検証授業を行い授業者からは次の成果が挙げられた。（抜粋） 

(ｱ)バスケットボールの経験が少ない生徒にとっては、言葉や図だけではイメージしにくいこともあり、実際に経験したことで理解や考えが深まった。 

(ｲ)ゲームの中で、選んだ戦術が「実践できているか」「やろうとしているか」を、ゲームを行っていないチームにチェックさせた。振り返りやすく、とても効果的であった。 

(ｳ)生徒の感想の中には、「またやりたい。」「うまくできた。」「次は工夫したい。」などの前向きな言葉が多かった。 

(ｴ) 話し合いが増えた。（運動が苦手な生徒も）教え合いが増えた。本時だけではなく、単元を通して、授業の雰囲気が良くなった。欠席、見学が減った。子供の居場所ができた。 

 以上のことから、次のように整理される。 

 実技における知識構成型ジグソー法を２時間でゆとりをもって行うことは、バスケットボール 

の経験の少ない生徒にとって、体験を含めて理解できる 

ので考えが深まると言える。また、２時間目に行われるク 

ロストークでは、実際のゲームを使って作戦の成功を見取 

り合うことが有効であった。その際、得点の有無に意識が 

向くので、見取りのチームに作戦チェックシートを渡し、 

共通の視点をもたせることが効果的であった。（写真②） 

 また、生徒の感想からも前向きな言葉が多く読み取れた。 

そして何よりも授業の雰囲気が良くなり見学者が減ったこ 

とから、多くの幅広い生徒へ、有効なモデル授業と言える。 

 

イ 課題 

   研究協議では「深い学び」に視点を当てるのであれば、更にどのような場面で選択した攻

撃が実践しやすいのかを説明させる場を設定すれば、より効果的であったと指摘があった。

２時間という時間を教師がどのようにマネージメントするかが重要と言える。また、苦手な

生徒を含め、全ての生徒に学びに参加させ、考えを発信するために、専門用語や作戦のキー

ワードなど共通の知識の習得が課題といえる。 

 

３ 今後の展望 

  実技における知識構成型ジグソー法は、工夫をすることにより、とても有効だと考えられる。 

 しかし実現のためには教師の高いファシリテート能力と子供の実態に合った綿密な計画、資料 

 が不可欠である。今後、各運動の領域でモデルとなる授業を追究していくことが必要である。 

写真② クロストークでは実際のゲームを見合う。その際、 

    作戦チェックシートを活用し、より具体的に見取る。 
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 特に中心的な発問では、多様な考えが出るよ

うな「発問」を考え、それに対する児童生徒の

反応を予想した上で、ねらいに迫るための「補

助発問」を投げかける。そうすることで児童生

徒は多様な考えを整理しながら新たな視点に

気付いたり、自分の考えを見直したりしなが

ら、ねらいとする道徳的価値についての考えを

より深めていくことができる。 

となるのは児童生徒から出された多様な考えをどう深めていくかである。多様な考えの中

での違いや共通点を話し合ったり、道徳的諸価値の意義等を考えたり、別の視点から見つ

めて考えたりすることで話合いはさらに深まり児童生徒の思考は深まっていく。ここでい

かに効果ある補助発問を投げかけるかが大事な要素となる。 

 

「テーマ」道徳科における『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた学習・指導の研究  
   ―アクティブ・ラーニングを視点とした授業の工夫― 

 

【小中学校道徳】 
 

１ 本年度の取組 
「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには、道徳上の問題を児童生徒が自分自身

の問題ととらえ、向き合う「考えさせる授業」を目指すことが必要である。そのためには「内

容項目をどのように学習するか」という視点で学習活動に目を向けて授業改善を図っていくこ

とが重要である。昨年度は、「主体的・対話的な学び」に目を向け、話合いを深めるための具

体的な授業の検証を行ってきた。本年度は、さらに深い学びへの過程を明らかにし、道徳科の

目標である「道徳的価値の理解を基に『自分との関わりでとらえて考える』『多面的・多角的

な見方や考え方にふれて考える』」活動に重点を置き、以下３つの視点に絞って検証を行った。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

（１）発問の吟味と補助発問の設定 

   

 

 

 

 

 

  
 

 

（２） 多様な考え方と出合い、交流し、吟味する。（⇒多面的・多角的に考え、ねらいとする価値に迫る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）自分との関わりを意識する。（⇒自分事として考える「自分ならどのように考え、行動するか」） 

 

 

＜道徳科の授業として具備しなければならない要件＞ 

 

 

（ア）お互いに安心して話合いができる学級風土づくり 

   （人間関係づくりを醸成する） 

  →①自由に話せる人間関係②学びやすい学習環境 

   ③教師も共に学ぼうとする姿勢 

（イ）教師の価値観、ねらいに関わる児童生徒観、教材 

   観等の明確化  【⇒資料 1・2 参照】 

  →①道徳的価値をどう捉えるか②児童生徒のこれま 

   での学習状況や実態とそこから何を学ばせるのか 

   ③この教材をどのように活用するのか 

＜具備すべき要件＞①登場人物に自分を重ねて考えさせる。（自分だったら・自分事として）②
自分の経験を振り返らせる。（同じような経験はないか）③自分の生き方につなげて考えさせる。 

＜具備すべき要件＞①多様な考えを引き出す
発問。②児童生徒の反応を予想した補助発問。 

児童生徒は「話合いを通して」

多様または新たな考え方を知り、そ

れらを整理しながらさらに話合い

の中で考えを深めていく。そこで鍵 

＜具備すべき要件＞①異なる見方や考え方を受け入れられる学級づくり。②考えの違いに目を向
けさせる。③多様な考えを引き出す。④分類する。（考えを比べたり、関連付けたりする）⑤ね
らいに迫る補助発問をする。⑥他者の視点に立って考えさせる。（多面的・多角的な視点） 
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２ 成果と課題  

（１） 成果 

○ 発問は、授業の中で特に重要な意味をもつ。発問を考える際にはこの場面でどんなこと

に気付かせ、何を考えさせるのかを視点に吟味する。そのためには教師自身がまずはしっ

かりとした指導観をもっていなければならない。教材や実態、ねらいに関わる内容項目の

意味などをしっかりと捉えることが必要である。本検証では、児童生徒は、話合いを数多

く経験することで慣れ、児童生徒が互いに交流し考えを巡らせながら自分自身の生き方に

ついて振り返って考えることがわかった。話合いは、当然意図があって取り入れることが

原則であるが、話合いを今後さらに充実させるためには、その内容をよく吟味し、ねらい

を明確にして行う必要がある。また、小グループでの活動は、聞いている相手が認めてく

れることで児童生徒自身の中に自己肯定感が高まり、自分自身を肯定的に見つめることが

できるようになる。これが自己を見つめる場面で効果的に生かされていく。大切なのは授

業の中でいかに自分事として考え、異なる見方や考え方に出合え、心を動かされる場面を

設定することができるかである。また児童生徒は教師の言葉よりも、友達の考えや教材中

に登場する人物等の行動や判断とその理由を周囲がどう捉えたかということにも大きな

影響を受けることがわかった。授業での話合いが児童生徒にとっていかに重要なのかを改

めて感じさせられた。 

○ アンケートによる児童（小学校）の変容を見ると、「考え、議論する道徳科授業」を教

師自身が毎回意識して行うことで、児童はより自分事として考えられるようになり、多様

な見方や考え方が自分自身の生き方を考える上での判断の礎になっていることがわかっ

た。児童生徒が「主体的に考える」道徳科の授業をめざすためには、まずは教師自らが意

識を変えるということが前提であり、それにより児童生徒の学びも主体的になり学びにも

深まりが出てくると考えられる。 

○ 児童生徒の話合いの技量は回数を重ねるほど高まっていく。教師自身も技量を高めるた

めには、考えさせる授業を毎回、意識して行うことが大事である。 

（２） 課題 

○ 発問と補助発問の関係性については引き続き課題とする。 

○ 評価が導入される中、ワークシートや道徳ノートの活用は非常に有効である。使い方は、

学校や学年、教師の意図によって様々であるが、自分自身の変容や成長がより実感できる

ようにするための方法や、自分自身の生き方、人間としての生き方について深く見つめ直

す手立て等についてもさらに追求していく。 
 

３  今後の展望      

専門研修や初任者研修、中堅教諭等資質向上研修等で検証を図りながらも、引き続き「考え

させる授業」を目指し、道徳性を育むための授業改善に取り組んでいく。 

 考えようとしている道徳上の問題を客観的に捉えるのではなく、児童生徒自身がいかに自

分自身に関わる問題として捉えることができるかが大切である。自分事として問題意識をも

って授業に臨み、教材中の登場人物の行いを自分の行いとして捉え、自分の生き方に重ねて

考えていく。このような自分との関わりの視点を教師自身が常に意識して授業を構想するこ

とで、児童生徒も教材中の登場人物の立場や気持ちになって考え、自分事として捉えながら

現在の自分の生き方（人間としての生き方）につなげて考えていくことができる。 
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報告書 

【高等学校部会】 
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【高等学校国語】 

 

１ 本年度の取組 

 ２か年を通しての研究テーマは「深い学びにつながる、生徒主体の授業モデルに関する研究」で

ある。初年度は、研究協力委員の所属校で、それぞれ異なる３つの方法により授業を行い、アンケ

ートを利用して検証を行った。３つの方法とは、目標設定シートとリフレクション（振り返り）シ

ートの活用、ホット・シーティングの活用、試験問題作成によるものである。 

 目標設定シートは、学習者が自らの出発点がどこにあるのかをシートの中で確認し、学習をとお

して次の段階以上に進めるよう、主体的に取り組む工夫をしたものである。リフレクションシート

は、学習活動の中でわかったこと、わからなかったこと、質問などを記入し、学習の軌跡を確認す

るものである。ホット・シーティングは、登場人物の役割を割り当て、対話をとおして読みを深め

るための手法であり、主に小説教材に活用が期待される。試験問題作成は、本文の重要な箇所を読

み取れているかを確認し、交流をとおして相互に読み深めることができる取組である。 

 本年度は、今後の大学入学共通テストで、ある程度まとまった分量の記述問題が導入される見通

しが示されたことから、書く力の育成が急務であるということも課題として挙げられた。国語科指

導の課題である「書くこと」の指導には、添削に時間がかかったり、教師ごとの個別指導になりが

ちであったりする難しさがあると研究協力委員会で指摘され、読む能力の集大成としての要約文の

作成を通して、書くことへの苦手意識を払拭し、主体的に書く活動へつなげられるようにしたいと

いう共通認識を持った。そこで２年目は、特に汎用性を検討する観点から、前年度とは異なる学校

において１年目の取組を行い、実施した学校の違いが、共通アンケートの結果にどのような差異と

なって現れるかを分析して効果を検証した。また、要約文の作成に関する取組を新たに行い、「読む

こと」の深まりと「書くこと」への橋渡しとしての役割を検討することとした。要約文を作成する

にあたっては、段落ごとの要約や書き出しのリード等を適宜使い分け、学習者のレベルに応じて取

り組めるように工夫している。 

 上記の取組について、研究協力委員の所属する学校の指導計画の実情に合わせつつ、県立不動岡

高校では試験問題作成と要約を、県立鴻巣高校では試験問題作成と要約を、県立川越西高校ではリ

フレクションシート要約をそれぞれ扱うこととした。 

 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

   県立不動岡高校では、意味段落ごとの要約が「主体的・対話的で深い学び」にどの程度効果  

  があるか検証した。要約が本文の理解につながるかという問い（設問 14）では 98％の生徒が、 

  要約を通じた「書くこと」に対する意識変容では 83％が肯定的な回答をしている。試験問題作 

  成については他校との比較も行った。「主体的な学び」の観点（設問１）では肯定的回答がいず 

  れも９割超と極めて高い水準であった。また、「対話的な学び」の観点（設問 12）、「深い学び」 

  の観点（設問６）においてもほぼ同様の結果が得られた。特に設問 12に見られるように、「対 

  話的学び」と「深い学び」のつながりを、生徒自身が感じていることは重要である。 

   県立鴻巣高校では昨年度も試験問題作成を行ったため、昨年度のアンケートと比較して要約 

  が「主体的、対話的で深い学び」にどう関わるかを検証した。問題作成にあたって「グループ 

  活動が学びを深めた」（設問 12）に関しては両年とも 95％の生徒が効果を実感していることが 

  分かった。一方で相手に伝わるように「表現の工夫ができた」（設問 8）に関しては、昨年 75％、 

  今年 86％と約 10％の差が出ている。「対話的」な学びを引き起こすためのグループ活動は重要 

  であるが、「要約」で教員とのやりとりが入ったことで他者を意識するようになり、それが自ら 

  の活動に繋がったと考えられる。他者意識の喚起という点で、要約が「対話的」な力を引き起 
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  こすと言えるのではないだろうか。 

   県立川越西高校では、リフレクションシートの汎用性の検証を行った。その結果、肯定的回 

  答が高い設問は、「主体的な学び」の観点の設問１・５、「主体的な学び・深い学び」の観点の 

  設問２であった。このことから、リフレクションシートには学年・科目問わず、「主体的な学び」 

  を促す学習動機付けの効果があるといえる。 

   また、要約文作成の取組では、設問８に 91％が肯定的に回答し、書くことに対する意識変容 

  を問う設問９には 84％が「変わった」と回答した。 

   今回の調査研究をとおして、学習者の参加意識に授業の中でどれだけ迫れるかが重要で 

  あることがわかった。一斉講義型の授業で、特定の学習者しか発言がなく、振り返るのが 

  定期テストの機会のみでは、全ての学習者の様子を知ることはできない。授業者が一方的 

  に評価するという視点だけでなく、学習者が自らの学びの軌跡を自覚して捉えることも必 

  要だということである。次にどう学べばよいかは、学習者によって方法も異なる。授業者 

  と学習者の双方向での認識の接近やそのための取組が重要である。 

   「主体的・対話的で深い学び」による授業改善は、全ての教師に必要であるものの、授業の 

  組み立て等に一定の経験が必要なこともあり、各年次研修のねらいも考慮して、今回の調査研 

  究の成果を反映させていくこととする。初任者研修では、ある教材をモデルに目標設定シート 

  を作成する演習を行う。５年経験者研修では、試験問題作成の取組を活用する演習を行う。中 

  堅教諭等資質向上研修では、ホット・シーティングを利用した教室全体の活動に結び付ける授 

  業づくりの演習を行う。 

（２） 課題 

   試験問題作成については、今後事例が積み重ねられていく中で、より質の高い授業実践の方 

  法を探究する必要がある。また、試験問題作成という取組そのものが、「正答がある」ことを前 

  提として行われることを踏まえ、「正答がない問題」に対してどのように国語科としてアプロー 

  チをしていくかという点については検討が必要である。 

   要約文作成については、採点・添削の教員の負担がとても大きいことが懸念される。要約は 

  決まった正解がなく、文脈から主語のねじれや核の判断を行わなければいけないため、相互確 

  認や相互採点をさせるには生徒の文章表現力や読解力等の力量が一定の基準以上ないと厳しい 

  ものがある。今後は相互評価の基準を作ったり、教材を検討したりと、生徒の要約の水準を上 

  げるためのステップを工夫する必要があると考えられる。 

   リフレクションシートについては、「対話的で深い学び」の観点（設問６）に課題が見られた。 

  これは、リフレクションシートが、生徒自身の学習状況を可視化し「主体的」な学習を促すこ 

  とができる一方で、「深い学び」にはつながりにくいという昨年度の検証を裏付ける結果となっ 

  た。リフレクションシートが、「学習の動機付け」を担う性質のものであることを踏まえ、学年 

  が上がる毎に、また古典より現代文での取組に効果が薄いと仮定するならば、その実践方法を 

  検討する必要がある。 

 

３ 今後の展望 

  次年度は、「新しい学びの視点に係る調査研究」が予定されている。次期学習指導要領の全面実施   

 に向けて、実践事例の更なる蓄積を進め、円滑に移行していけるようにしなければならない。国語 

 科は科目構成の大幅な変更があるため、科目毎の新たな関連にも着目する必要がある。また、３年 

 間を通してどのような力を身につけさせるかという、カリキュラム・マネジメントの観点から研究 

 していくことも考えられる。学びの過程に焦点を当てるには、学習進度を可視化したり、学びの変  

 容を学習者自身が実感して捉えられるようにしたりする等が必要である。新学習指導要領に示され 

 る趣旨を踏まえ、「次世代型教育モデルに関する調査研究」による成果を生かしながら、主体的・対 

 話的で深い学びを実現できる研究を今後も進める。 
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【高等学校地歴公民】

１ 本年度の取組

（１） 課題の設定

高等学校地歴公民科では今回の調査研究にあたり、全ての教師が取り組みやすい、主体的、

協動的な学びを引き出す指導方法の提案を目的とし、以下の３つの研究テーマを設定した。

①反転学習

②多面的・多角的な考察を生む教材の作成

③課題探究的な学習のより一層重視のために

その中で、特に授業時間内における主体的、協動的な学びを確保する方法としての反転学習

の実践・検証を中心に研究を行った。昨年度は反転学習用教材の作成とその内容を検証し、負

担の少ない作成方法や作成時の注意点、疑問点について考察するとともに、より深い学びを引

き出すための効果的な活用方法や授業展開、補助教材の検討を行った。その成果を踏まえ、本

年度は２年目として、開発した反転教材を用いた検証授業の実践と、実践から明らかになった

成果と課題について検討し、また、今後の在り方についても考察した。

（２） 検証授業の概要

今年度は調査研究協力委員の所属校による協力のもと、各協力委員に以下の３科目について

検証授業を実施してもらった。

ア 歴史（世界史）（資料１）

世界史の検証授業では「貨幣と帝国」をテーマに、復習とそれに付随する新たな知識を反

転教材で事前に学習し、授業ではグループでの協議を行い、歴史を学ぶことを通して現代や

未来について考えることをねらいとした。授業では、各班とも活発な話合いが行われ、さま

ざまな解答が発表された。また、授業内で考えられた解答が、検証授業後に展開された学習

の課題となり、その後のより深い授業の展開と生徒の学びに結びつけることができた。

イ 公民（政治経済）（資料２）

政治経済の検証授業では「選挙の意義と政治参加」をテーマに、反転教材では衆議院選挙

の制度や投票率の低迷について事前に学習した。授業では班ごとにテーマを設定して、選挙

公報や新聞などの情報を活用して各党の政策を分析し、模擬投票を行うことで有権者として

の資質を磨くことをねらいとした。授業では各班とも積極的に取り組み、投票の判断基準と

する資料を全体にわかりやすく説明できる内容にまとめていた班も多く見られた。また、模

擬投票が予想以上に早く進行し、当初想定していたよりも深い内容に教師が言及することが

できた。さらに授業後の協議では、主権者教育における反転学習として、政策についての討

論や協議を行う前提となる事前知識習得のために、反転教材を活用することが有効であるこ

とも話し合われた。

ウ 地理（資料３）

地理の検証授業では「地理で防災を学ぶ」をテーマに、反転教材では地形図の読図により

集落の立地と東日本大震災での被災地域についての知識を、ワークシートを用いて事前に学

習した。授業では、班ごとにワークシートの学びを班で確認・共有した後、学校周辺のハザ

ードマップの読図を通じて、災害時の自身の行動をシミュレートし、個人及び班で協議して

災害時の行動について意識させることをねらいとした。授業では各班とも積極的に課題に取

り組み、意見交換の時間では生徒間の対話が活発に行われていた。また、地理学習を通して

「防災」や「減災」を学ぶという、次期学習指導要領を見据えた内容まで教師が言及するこ

とができた。
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２ 成果と課題

（１） 成果

３回にわたる検証授業の結果、各授業において明らかになったいくつかの長所と問題点があ

り、その中でも、各授業に共通したものがあった。

ア 成果

（ア） 授業時間の大幅な短縮が可能

昨年度の報告でも述べているが、説明時間の大幅な短縮が、検証授業を通して改めて確認

できた。そのため、授業での協議時間や、補習などでの演習時間を十分に確保することがで

き、また、これらの形式が反転学習の最も有効な活用方法であることが明らかになった。

（イ） 授業における（教師の）ＩＣＴ機器活用のきっかけになる

機器整備が十分であるとはまだ言い難い状況ではあるものの、今後活用する際の取りかか

りとして、年次研修等で取り組むことが第一歩になりうることがわかった。

（ウ） 地図の読図や位置関係の提示など視覚に訴える内容説明が容易

地図や模式図などを用いた説明で全員を画面に向けさせることができ、なおかつ板書より

も容易に説明できることが確認できた。

イ 注意点

（ア） 授業との関連性を十分に考慮する必要性

反転教材で学習した内容を踏まえて協議を行う授業を展開する場合、内容によっては視聴

しなくても授業が成立してしまうことが起こりうる。そのため、授業全体を熟考し、よく練

られた授業構想を立て、反転教材を作成する必要があることがわかった。

（イ） 動画の視聴に配慮と注意が必要

Youtube などを使用して動画を配信する際、技能的な問題などのために動画を視聴できな

い生徒が発生した。そのため、事前の十分な視聴方法の説明やアカウント管理、トラブルな

どへの対応策を考えておく必要や、生徒がどれだけ動画内容を理解しているかの把握が困難

であるなど、事前段階で注意するべき点も考慮に入れた授業展開をする必要もある。

（２） 課題

また、今回の検証授業を通し、以下の２点が克服するべき課題として浮き彫りになった。

ア 作成時の時間や著作権の制約

作成には授業全体を見据えた構想が求められ、かつ限られた動画の時間内に何を反転教材と

して盛り込むかを熟考しなくてはならない。そのため、単なる動画作成よりはるかに多い時間

が構想に必要となり、手軽に始めることができる取組ではないことが、今回の検証授業で明ら

かになった。また、著作権の問題も作成の際に障害となるため、画像や地図などの使用に関す

るガイドラインの作成も今後必要になってくる。

イ 生徒の視聴環境

公立学校において反転学習を日常的に実施するためには、視聴費用（通信料）負担の問題や

ICT 活用能力の向上などの課題があり、引き続き ICT 活用環境の充実に向けた努力を続けてい

く必要がある。

３ 今後の展望

今回の調査研究を通して、反転学習を公立学校の地歴公民科の授業で日常的に取り入れることは、

現状では克服するべき課題も多いことが明らかになった。しかし同時に、非常に大きな利点と可能

性をもった授業方法であることも明らかとなり、今後さまざまな条件が整備される中で、普及する

ことは十分に考えられる。その際に大きな障害を感じることなく取り入れるため、または、自身の

授業力や教材作成能力の向上のために、年次研修などで作成に取り組むプログラムは非常に有効で

あると考えられる。
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【高等学校数学】 

  

 高等学校数学科では、新たな学びのモデルとして、以下の２点に関する研究・開発を行い、実践を

行った。 

１ ２年間の取組①「ワークシートを用いた振り返り学習（ひとりジグソー法）の実践」 

（１） 背景 

    既知の簡単な問題は解けるのに、それと同じ解法で解ける初見の問題が解けない生徒は少な

くない。そこで、既習の内容を基に数量や図形などの性質を見いだし、統合的・発展的に考察

する力や問題解決などにおいて、粘り強く考え、その過程を振り返り、考察を深めたり評価・

改善したりする態度という資質・能力の育成を目指した新たな学びのモデルの研究・開発・実

践を試みた。 

（２） 仮説 

    問題演習において振り返り学習を行うことで、生徒は、知識を活用して問題を解決したり粘

り強くかつ柔軟に考えたりする力を身に付けることができる。 

（３） 実践 

    問題演習で数学的に考える資質・能力を育てるには、次の手順による学習が必要だと考えた。 

   手順１（分解）：解答を段階に分け、各段階で何をしているか、なぜ誤ったかを分析する。 

   手順２（深化）：各段階の内容の理解を深め、その要点を簡潔・明瞭・的確に表現する。 

   手順３（再構築）：各段階の要点を統合的に考察した後、答案の再現や発展問題に挑戦する。 

   これらの考えに基づき、発想、立式、計算の各観点から振り返り学習を行うワークシート 

  を開発し（資料１、２）、予習時、授業時、復習時にワークシートを活用した振り返り学習を 

  実践した。 

（４） 成果と課題 

    ア 成果  

      生徒アンケートの結果によると、ワークシートを用いた振り返り学習を体験した生徒の

86％が「数学の問題の解き方・考え方が変わった」と答えた。また、「授業の受け方が変

わった」、「学習の役に立った」、「後輩にも勧めたい」といった回答がそれぞれ81％あ

り、この手法が生徒の学習効果を高めている様子が伺えた。 

    イ 課題  

      生徒アンケートによる「成績に反映されたか」の問いに関しては、実感できていないな

どの回答が多かった。生徒が学びと成長をともに実感できるような授業と評価の一体化が

課題である。 

（５） 今後の展望 

   振り返りシートに関して、「どのような記述がよいのか」、「どういったことを書くと効果

が得られるのか」などを生徒と教員が自己評価や他者評価ができるような評価基準表（ルーブ

リック）等の作成を検討していく。また、小中学校では行われているが、高等学校ではほとん

ど行われていないノートづくりの指導と一体化させれば、より大きな成果が期待できる。 

 

２ 本年度の取組②「アクティブ・ラーニングに関する教員向け研修プログラムの開発」 

（１） 背景 

   本県では、未来を拓く「学び」プロジェクトを軸に、協調学習をはじめ生徒が主体的・対話

的に授業に参加し、生徒同士の相互作用によって課題を多面的・多角的に捉え、より質の高い

思考力、判断力、表現力を形成していく授業改善に取り組んでいる。特に、知識構成型ジグソ

ー法による授業づくりに関する研修を初任者研修で行うようになって６年目となり、経験年数
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の少ない教員集団においてはその手法が浸透してきている。一方、各高等学校には以下の課題

が多く見られる。そこで、以下の課題を解決するために教員向け研修プログラムの開発を行い、

実践した。 

   ・ 知識構成型ジグソー法による授業手法がきちんと認識されていない。 

  ・「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニングの視点）」の実現のための手法とし

て、知識構成型ジグソー法以外の手法が認識されていない。 

  ・「主体的・対話的で深い学び」を目指す授業の評価がどうあるべきかというコンセンサスが

得られていない。 

（２） 仮説 

   アクティブ・ラーニングに関する教師向け校内研修プログラムを開発・実践することで、教

師は、アクティブ・ラーニングの本来の趣旨やねらいを理解し、授業改善を行うことができる。 

（３） 実践 

  以下の４点について取り組んだ。 

  ① 知識構成型ジグソー法の「型」について、数学を題材にした教材（資料３）を開発し、    

校内研修、５年経験者研修及び10年経験者研修を行った。 

  ② 生徒の資質・能力の育成に関する教師一人一人の工夫を、教師が主体的・協働的な学びを

通して共有する研修プログラム（資料４）を開発し、校内研修を行った。 

   ③ 生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す授業の評価手法（ルーブリックを用 

    いたパフォーマンス評価）に関する研修プログラム（資料５）を開発し、校内研修を行った。 

   ④ 生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現のために、アクティブ・ラーニングの概念理 

    解と、様々な手法とともにロールプレイングを行う研修プログラム（資料６）を開発し、校 

    内研修を行った。 

   ⑤ 校内研修実施校２校において、共通アンケート（資料７）を実施・分析し、本調査研究の 

    効果を測定した。 

（４） 成果と課題 

    ア 成果 

   教員向けアンケート結果によると、校内研修に参加した教員の60.3％がアクティブ・ラ

ーニングの視点を取り入れた授業（以下 AL型授業）を実践し、32.8％が今後実践してみ

ようと考えているという結果であった。また、知識構成型ジグソー法の「型」の理解や傘

概念としての AL型授業の概念理解、評価方法としてのルーブリックによるパフォーマン

ス評価等の理解により、アクティブ・ラーニングに対する意識が高まった様子が伺えた。

加えて、従来の講義型授業スタイルを残しながら、生徒の能動的な活動を加えていくとい

う方向性を示すことで教員の自己肯定感を保ち、実践率や今後の実践への意欲の向上につ

ながったと思われる。 

   イ 課題 

   校内研修への参加者とAL型授業の実践者の増加が課題である。28年度の参加者は２校

でそれぞれ40名、26名、29年度はそれぞれ22名と31名であった。実践者数はそれぞれ

22名と13名、今後実践を考えているのはそれぞれ10名と9名であった。校内研修参加者

全員が、校内研修での学びを授業実践や授業改善につなげるところまでは到達していない。 

（５） 今後の展望 

   研修後、一人一人の教師が授業実践や授業改善につなげられるように、研修プログラムの修

正や効果検証を行う。また、１つ目の研修プログラムについては、知識構成型ジグソー法に関

する研修を受けていない10年経験者研修において実施する。 

   また、次期学習指導要領及び大学入学共通テストなどに対応した、新たな教員研修プログラ 

  ムの開発等を行っていく。 

-43-



 

質問紙の項目の例 

・課題に積極的に取り組み、課題が終わった

ら、友人に教えている。 

・大事だと思ったことはメモを取っている。 

・新しく学んだ内容と、それまでの授業につ

ながりがあると思った。 

 

【高等学校理科】 

 

１ 本年度の取組 

 １年目の取組として、「主体的・対話的で深い学び」を引き起こすための授業方法について、

研究協力員の普段の取組を基に考察・検証した。その結果、授業を計画する上での留意点や評価

方法について、整理することができた。 

 ２年目にあたる本年度は、１年目の取組に基づいた授業方法を不断の授業改善へつなげ、ＰＤ

ＣＡサイクルを回すための方法について、教師の視点や生徒の視点から考察した。 

 （１） 具体的な取組 

   ア 主体的・対話的で深い学びを引き起こすための授業実践（計画、実践） 

 １年目の取組や各研究協力委員が各学校で実践する普段の取組を参考に、問題解決的な

学習やグループ学習について、研究協力委員同士で相互に意見交換をすることで、各校の

現状に合わせた授業方法を計画・実践するようにした。 

 計画した授業を実践する際は、単発的に取り入れるのではなく、ある程度の期間継続的

に実施することで、日常的に主体的・対話的で深い学びを引き起こすための実践とした。 

   イ 不断の授業改善へとつなげるための質問紙による自己評価と授業改善（評価、改善） 

 実践した授業において、主体的・対話的で深い学びを引き起こすことができたかどうか

を評価するために、授業を実施した生徒を対象に質問紙による調査を実施した。 

 質問紙の項目については、主体的・対話的で深い学びが引き起こされているかどうかを

見取るために、授業のねらいや各学校が求める生徒像から生徒が学習に取り組む態度を具

体的にあげて、質問項目を検討・調査した。 

 質問紙の結果から、授業改善の視点について、研究協力員同士で整理・分析し、それら

を基に授業の進め方や教材を見直し改

善した。 

 さらに、改善した授業を実施し、改め

て生徒に質問紙による回答を調査する

ことで、その回答から適切な授業改善を

実施することができたかどうか検討し

た。 

 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

   ア 「主体的・対話的で深い学び」を引き起こすための授業実践（計画、実践） 

 「主体的・対話的で深い学び」については、文部科学省等からその定義について掲げら

れている。しかし、高等学校においては、各校によって現状が多様であり、また、各学校

が求める生徒像からどのような生徒の態度が主体的であるのかということを検討する必

要がある。今回の取組において、各学校での現状に基づいた主体的な態度などを研究協力

委員同士で協議することにより、教師自身がより明確な視点をもって授業を計画すること

ができるようになった。 

 また、授業を実践する際は、単発的に実施するのではなく、ある程度の期間継続的に実

施することで、日常的に主体的・対話的で深い学びを引き起こそうとした。これは主体的・

対話的で深い学びを１時間の授業で特別なこととして扱うのではなく、単元などのまとま

りの中で育むことが求められていることからそのような実践とした。 
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   イ 不断の授業改善へとつなげるための質問紙による自己評価と授業改善（評価、改善） 

 質問紙の項目については、主体的・対話的で深い学びが引き起こされているかどうかを

見取るために、授業のねらいや各学校が求める生徒像から生徒が学習に取り組む態度を具

体的にあげて、項目を作成・調査した。 

 質問紙による生徒への調査は、教師が意図した授業のねらいが生徒に伝わっているかど

うかを知ることが目的であるとともに、生徒が教師の掲げる授業のねらいや各学校が求め

る生徒像を知る機会にもなる。よって、質問紙による調査は、単に調査という視点のみな

らず、生徒自身が自らの取組を振り返り、自己評価をする機会にすることができた。その

結果、解答に至らなかった課題についても、教師が解説をする際には以前より興味を持っ

て聞く姿が見られ、学びに向かう力や人間性を育むことができた。 

 主体的・対話的で深い学びの中の深い学びが引き起こされているかどうかについて、質

問紙を用いる前は、生徒の授業の様子や提出物、考査の解答の内容などから教師が見取る

ことで生徒の学びの深まりなどをはかっていた。今回、質問紙への回答内容からも生徒の

様子を見取ることができるようになり、今まで以上に多面的な視点から捉えることができ

た。 

 

（２） 課題 

   ア 主体的・対話的で深い学びを引き起こすための授業実践（計画、実践） 

 授業を実践する際は、単発的に実施するのではなく、ある程度の期間、継続的に実施す

ることで、日常的に主体的・対話的で深い学びを引き起こし、一定の成果を得ることがで

きた。しかし、対話的な学びにおいて、生徒同士の関係性や現状において、うまく機能し

ないことがあった。これについては、質問紙を用いた授業改善によって、生徒の実情をよ

り把握することで、ある程度改善することはできたが、今後も検討していく必要があると

感じた。また、課題設定や教材作成についても、教科の特質を踏まえた汎用性のあるもの

になるよう検討していく必要がある。また、主体的・対話的で深い学びを引き起こすため

には、教科横断的な視点での授業実践も必要があり、そういった視点での授業実践の蓄積

をしていくことも必要である。 

   イ 不断の授業改善へとつなげるための質問紙による自己評価と授業改善（評価、改善） 

 質問紙を用いることで教師、生徒が、自らの取組を振り返り、改善する視点を持つこと

ができた。質問紙の項目については大項目を主体的な学び、対話的な学び、深い学びとし

て各校の現状に合わせた項目を設定することで、生徒の現状を知る機会としては有効であ

ったが、質問項目がやや煩雑になってしまったので、今後は項目を精選し、汎用性を高め

ていくことも検討していく。 

 

３ 今後の展望 

 次期学習指導要領の実施に向けて、今後高等学校理科で育成を目指す資質・能力や見方・考え

方を踏まえた授業改善や評価の方法を研究していく。また、それらを踏まえた授業デザインや単

元モデルの作成を実施し、広めていく。 
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【高等学校家庭】

１ 本年度の取組

昨年度より、家庭科では新学習指導要領の答申を受け調査研究を進めてきた。「家庭科にお

ける主体的・対話的で深い学びを引き起こすための学習・指導方法の研究」をテーマとし、「衣

生活」（作品製作の過程での学びの改善）の内容に焦点をあてて調査研究を行った。

主体的な学びの視点学習の過程を振り返って、次の学習に主体的に取り組む態度を育む学び

対話的な学びの視点他者との会話を通して考えを明確にしたり、他者と意見を共有してお互い

の考えを深めたり、他者と協働する等、自らの考えを広げ深める学び

深 い 学 び の 視 点生徒が、生活の中から問題を見出して課題を設定し、その解決に向けた解

決策の検討、計画、実践、評価、改善といった一連の学習の中で「生活の営みに係わる見方・

考え方」を働かせながら課題の解決に向けて自分の考えを想像したり、表現したりして、資質・

能力を獲得する学び

（１） 授業改善の視点

昨年度、単元計画を見直し生徒の学びの過程を可視

化することで改善点が見えてきた。単元の総時間数の

変更はないが、生徒への手立てや技能の活用（深い学

びを引き起こす学習）に重点を置いて研究を進めるこ

ととした。また、授業改善の視点を持って日々の授業

に取り組むこと、生徒の理解（進度）を把握すること

からルーブリックを作成した。ルーブリックを作成し

たことにより、評価が明確になっていることで生徒が

作業の見通しを持って取り組むことができるようにな

った。また、教師も生徒の遅れなどに事前に気付き、

次の授業で手立ての必要な生徒が絞れるようになった。

（２） 生徒の実態と変容の見取り

昨年度実施のアンケートでは、小中学校での衣生活（製作）の学習に不安があり自信が

ないとの回答が多く、生徒がつまずく部分が明確になった。今年度実施のアンケートでも

同様の回答が多く見られた。製作での技能は個人差があり、課題となっていた。今年度は、

実施校共通のアンケートとし、事前、事後に実施することで生徒の製作に対する取組の意

識の変容が見取れることも考慮して項目を検討した。〔例：衣生活分野の学習（知識・技

能）に自信がありますか。〕また、アンケート項目としては、衣生活全体の理解度やその

活用が図れるよう記述形式の回答欄を設けた。

（３） 教材の開発・活用の工夫

昨年度に引き続き視聴覚教材の開発と見直し、小中学校の復習教材の充実を進めた。視

聴覚教材の作成のポイントでもある、「集中して視聴できる時間」を改善し、見直しを行

った。ポイントとなる部分のみを抜粋、一つの教材を複数に分けるなどして、タイトルを

つけ直した（例:また上 → また上まち針の止め方・また上印の付け方）。活用方法の工

夫として自宅での事前視聴を行わせたが、ワークシートの忘れや視聴回数が減少してきた

ので、視聴とワークシートの記入を作業前に変更した。ＱＲコードの提示は自宅で確認を

したい生徒や、欠席や遅れのある生徒が個人で視聴する場合に活用された。

（４） 授業実践

ア 視聴覚教材の活用

Ａ校 作業開始時に視聴覚教材を視聴させてから作業を開始させた。iPad は２人で１台
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使用。視聴しながらワークシートを記入させてから作業を始めさせた。

Ｂ校 作業開始時に視聴覚教材を視聴させてから作業を開始させた。ＴＶによる映像は

繰り返し視聴可能。つまずきが見られた場合はグループ内で教え合いをすることを

指示し実践させた。

イ ルーブリックの活用

Ａ校 生徒に毎時間授業の評価を記入させ提出をさせた。教師が次の授業までにチェッ

クをし返却をした。

Ｂ校 授業後に教師が評価を記入した。提出された作品と比較をしながら確認を行った。

（５） 研修プログラムシートの作成と活用の検討

年次研修において、『「主体的、対話的で深い学びを引き起こすための学習・指導方法」

～授業改善にむけて～』のテーマで研修を実施した。生徒の実態把握等についてグループ

で話し合いをさせることで、個人では気付かなかった視点など課題を見つけることができ

た。事例として、調査研究委員の作成した視聴覚教材を提示することで、具体的な教材活

用のイメージを持つことができた。

２ 成果と課題

（１） 成果

ルーブリックを生徒に提示し評価を示したことで、生徒が見通しを持って取り組む姿

勢が見られた。また、自己を振り返ることに繋がりさらに向上したいという意欲が現れ、

作品の完成度も向上した。〔Ｂ校：H27 63.3 → H28 70.6 → H29 71.5/100 点〕

視聴覚教材の活用により、教師がマンツーマンで指導をする場面や質問に対応する場面

が激減し、配慮が必要な生徒への支援や生徒を観察することへと視点が移ったため、授業

時間内に完成できない生徒が減少した。生徒は、自分のペースで視聴覚教材を使うことや

グループ内で情報を共有することが習慣となり、自信へと繋がった。〔問：衣生活分野の

学習（知識や技能）に自信がありますか。事前 約 45％ → 事後 約 65％（少しでも自信

があると回答した割合）共通アンケートより 〕

発展課題（「生活を豊かにするための小物づくり」余り布を用いた製作）について、授

業内で時間確保することができ、製作の中で習得した知識・技能を生かした作品製作を進

めることができた。

（２） 課題

ルーブリックを提示することで、生徒自身が学習を見通し「主体的な学び」を行うこと

ができたと考える。しかし、「対話的で深い学び」の視点をどのように入れていくか等、

今後も継続的な見直しを行うことが不可欠である。

授業改善を行うにあたっては、教師自身の振り返り(気付き）が重要であるが、複数の

教師で協議を行うなど様々な視点から意見を取り入れる必要がある。

３ 今後の展望

本調査研究では「衣生活」（作品製作過程での学びの改善）に焦点をあてて、単元の授業展

開の工夫や視聴覚教材の開発・活用、ルーブリックの活用による授業改善などを行ってきた。

新学習指導要領の実施に向けて、「衣生活」の内容だけではなく、家庭科全体として「主体的・

対話的な学びから深い学びを引き起こすための学習・指導方法」を汎用性のあるものへと改善

していきたい。
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【高等学校外国語（英語）】 

 

１ 本年度の取組 

（１） 問題と目的 

 次期学習指導要領と大学入試改革においての大きなテーマは英語教育改革である。現行

学習指導要領でも示しているとおり、４技能のバランスのとれた指導を基本としたコミュ

ニケーション能力の向上を目標とする英語教育への転換が進められている。 

 昨年度の調査研究では、ペア・ワーク、グループ・ワークを生かした４技能を統合した

授業を行うことで、生徒の「主体的・対話的で深い学び」は実現されるだろうとの仮説を

検証した。その結果、生徒の３つの学びはほぼ実現できることがわかった。しかし、単元

全体の授業展開における調査研究は十分行われていない。そこで、本年度は外国語の見方・

考え方をもとに、問題解決プロセスを重視した、単元のまとまりの中で授業計画を立案し、

実施することで、主体的・対話的で深い学びが引き起こせるのではないかという仮説を検

証した。また、２年間の研究成果を年次研修のプログラムに取り入れることを目的とした。 

（２） 方法 

 外国語の見方・考え方（表１）、問題解決プロセス（図１）を踏まえた、技能統合型の授

業デザインシートを作成し、授業を実施した。 

表１ 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方 

外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わり

に着目して捉え、目的・場面・状況等に応じて、情報や自分の考えなどを形成、整理、再構築

すること。（中学校のイメージ） 

図１ 問題解決プロセス 

 

 

 

 

 

                             香川県教育センターより 

 

   ア 実施時期及び授業時数等 

 県立高等学校３校で行っ

た。生徒数、実施時期、授

業時数は表２のとおりであ

る。単元のまとまりの中で

授業を行った。 

   イ 授業の内容 

 具体的な授業の内容は次のとおりである。 

 （ア） Ａ高等学校 

 日本の伝統文化、現代文化、異文化交流をもとにペア活動、ディスカッション、

グループ活動を行うことで、新たな知識を既習事項とつなぎ合わせることを目的

とした。その後、オンライン学習ツールを用いた学習体験を行った。最後に、グ

ループでパワーポイントを用い、日本の伝統文化についてポスター発表を行い、

相互評価を行った。 

表２ 検証授業実施時期等 

見通し 

（問題の提示） 

・問いを持つ 

・課題の設定と共有 

・結果や解決方法の見

通しを持つ 

探求 

・自分で課題の解決 

・集団で課題の解決 

 →ペア 

  グループ 

  全体 

振り返り 

・学んだ内容のまとめ 

・自他の変容 

・次の課題意識 

高校 学年 生徒数 実施時期 授業時数

Ａ高等学校
（全日制普通科共学）

１学年 ４０名
平成２９年９月１９日（水）
～１０月１３日（金）

３時間

Ｂ高等学校
（全日制普通科共学）

１学年 ４１名
平成２９年１０月５日（木）
～１１月３０日（木）

１０時間

Ｃ高等学校
（全日制普通科男子）

１学年 ４０名
平成２９年１０月４日（水）
～１０月２５日（水）

６時間
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 （イ） Ｂ高等学校 

 言語をめぐる世界の歴史、言語とアイデンティティ形成の関係について理解を

深め、グラフ等の Visual Tool を用いて、自分の言葉で説明できることを目的とし

た。単元の途中で、知識構成型ジグソー法による discussion を取り入れ、speaking、

writing を評価するために、ルーブリックを作成し、パフォーマンステストを実施

した。 

（ウ） Ｃ高等学校 

 自然環境を取り巻く多くの問

題点とそれらに対する取組を認

知し、「私たちはどのように自然

と共存していくべきか」につい

て考えを深めた。ハンドアウト

にＱＲコードを印刷し（表３）、

タブレットやスマートフォンで

事前に動画を見られるよう工夫

を行った。 

 

２ 成果と課題 

（１） 成果 

 Classroom English を用いることで、生徒はペア・ワーク、グループ・ワークにスムーズ

に進められるようになった。特に、教室環境づくりは大切であり、Classroom English の一

覧表を教室に掲示することなどが効果的であった。また、生徒が Classroom English、useful 

phrases を使えるようになることが大切であり、それらを通して、更に新たなことを知りた

いという意欲が深まることもわかった。 

 ペア・ワーク、グループ・ワークを行うにあたっては、課題の設定と、生徒の実態をし

っかり把握することが大切である。生徒の実態を把握することで、生徒が「できる」こと

と「できないこと」が初めてわかる。 

 問題解決プロセスを踏まえた技能統合型の授業を計画するには、教員もグループで問題

解決しなければならない。教科、学年の担当教員で、「見方・考え方」をベースに、生徒が

３年後身に付けておくべき力は何かを話し合うことで、今回の授業デザインシートを完成

させた学校もあった。 

（２） 課題 

 ルーブリックの規準作成が課題である。生徒の能力に沿った規準を作成するのは１回で

は不十分である。項目も含め、複数の教員で作成する必要性を感じた。 

 また、授業デザインシートをベースに、すべての教員が授業実践できる工夫が必要であ

る。 

 

３ 研究のまとめ 

 ２年間の調査研究を踏まえ、年次研修で次の要素を取り入れる。 

（１）主体的・対話的で深い学びを生かした授業手法の体験や、勤務校にアレンジした授業 

  案のグループ協議・発表。 

（２）よりオーセンティックな教材と、身近な言語活動を行うことで、英語使用環境を模擬 

  的に発生させ、生徒の学ぶ意欲を高める授業づくり。 

（３）英語教育改革を踏まえた、外部資格検定試験における問題解決プロセスを生かした授 

  業づくり。 

表３ ＱＲコードを用いたハンドアウト 
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